
題字  会長  谷　公一

兵庫の治山・林道と森林整備

平成30年度 災害関連緊急治山事業（養父市八鹿町朝倉 地内）　完成３箇月後

第₄₉号令和3年1月発行

● 令和３年 知事新春メッセージ 「危機を乗り越え、ポストコロナの新時代に挑む」（兵庫県知事 井戸敏三） ……… 2
● 年頭挨拶 「新春を迎えて」（一般社団法人 兵庫県治山林道協会 会長 谷　公一） …………………………………………… 3
● 治山・林道コンクール受賞者　林道功労者表彰受賞者の紹介 …………………………………………………………… 4
● 「防災・減災、の５か年加速化対策」が決定　国への陳情・要望活動の実施 ……………………………………… ６
● コロナ禍に初Ｗｅｂ開催／第60回治山研究発表会「ひょうご式治山ダム」が二度目の発表
　 （農政環境部治山課・（一社）兵庫県治山林道協会）………………………………………………………………………………………………… ７
● 「災害に強い森づくり（第３期対策）整備効果の検証」について（農政環境部 森林参事 金子哲朗） ……… 8･9
● 林業遺産「再度山の植林」に関するエピソード（１）
　 （兵庫県森林組合連合会・元兵庫県六甲治山事務所長 山田裕司） …………………………………………………………………… ₁0･₁₁
● 森林土木ＯＪＴシリーズ ～２．基礎の形式～（（一社）兵庫県治山林道協会 総括課長 谷口靖雄） ………………… ₁₂･₁3
● ニホンジカの食害による自然環境の変化（12）シカの好きな植物（近藤伸一） ……………………………………… ₁4･₁₅
● 「六甲山の治山の歴史を訪ねる」ツアーの開催（神戸県民センター 六甲治山事務所） ………………………… ₁₆･₁₇
● 「六甲山の災害展」の開催とポータルサイトの開設
　 （神戸県民センター六甲治山事務所・農政環境部農林水産局治山課） ……………………………………………………………… ₁₈･₁9
● ロープネット・ロックボルト併用工法研究会
　 「令和２年度ロープネット・ロックボルト併用工法研究発表会」（農政環境部農林水産局治山課） …………………₂0
● “都市の木造・木質化推進キャンペーンin元町”（第35回ひょうご木材フェア） ………………………………………₂₁
● 林学職場の風景 ～森林界の働き方～（朝来農林振興事務所 ・ 加東農林振興事務所） ……………………………… ₂₂･₂3
● 協会だより ……………………………………………………………………………………………………………………………………………………₂4



令
和
３
年　

知
事
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

危
機
を
乗
り
越
え
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

新
時
代
に
挑
む
兵
庫
県
知
事

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
の
年

で
し
た
。
し
か
し
、
未
だ
終
息
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況

で
す
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
は
社
会
を
変
革
す
る
契
機
と
も

な
り
ま
し
た
。
県
民
と
と
も
に
こ
の
危
機
を
乗
り
越

え
、
地
域
創
生
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
力
強
く
取
り
組

み
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
先
導
す
る
活
力
あ
ふ
れ

る
兵
庫
を
め
ざ
し
ま
す
。
令
和
三
年
は
本
格
的
に
歩

み
を
進
め
る
年
と
し
ま
す
。

　

第
一
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
充
実
。
自
宅
療
養

ゼ
ロ
を
堅
持
し
つ
つ
、
入
院
病
床
や
宿
泊
療
養
施
設

を
十
分
に
確
保
し
ま
す
。
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、
検

温
の
実
施
、
外
出
抑
制
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
施
設

の
利
用
を
控
え
る
な
ど
、
家
庭
、
職
場
、
施
設
へ
ウ

イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
地
道
な
取
組
が
何
よ
り
大

切
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
大
切
な
家
族
や
友

人
、
仲
間
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
是

非
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

第
二
は
、
兵
庫
の
元
気
回
復
。
経
済
の
下
支
え
を

図
り
つ
つ
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
拠
点
を
活
用
し
た
起

業
・
創
業
の
支
援
、
新
た
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

構
築
を
後
押
し
し
ま
す
。
兵
庫
と
東
京
を
専
用
回
線

で
結
び
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
東
京
圏
か
ら

の
企
業
誘
致
も
促
進
し
ま
す
。
農
林
水
産
業
の
ス

マ
ー
ト
化
も
急
務
で
す
。〝
都
市
部
か
ら
地
方
へ
〞

の
潮
流
を
捉
え
、
兵
庫
へ
の
呼
び
込
み
を
図
り
ま

す
。

　

第
三
は
、
安
全
安
心
の
基
盤
強
化
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
自
然
災
害
は
待
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
地
震
・
風
水

害
に
備
え
る
安
全
な
県
土
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
県

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
充
実
も
強
化
し
ま

す
。

　

第
四
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
も
見
据
え
た
兵
庫
の
未

来
づ
く
り
。「
二
〇
三
〇
年
の
展
望
」
を
具
体
化
す

る
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
二
〇
五
〇
年
頃
を
目

標
年
次
と
す
る
新
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
た
検
討

を
加
速
さ
せ
ま
す
。

　

我
々
は
、
戦
災
、
様
々
な
自
然
災
害
な
ど
、
幾
度

も
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
も
そ
う
で
し
た
。

　

再
び
、
県
民
の
叡
智
を
結
集
し
て
、
兵
庫
の
新
時

代
を
と
も
に
築
き
上
げ
る
た
め
、
挑
戦
し
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

コ
ロ
ナ
禍
を　

乗
り
越
え
て
い
く　

県
民
の

 

ひ
た
む
き
な
歩
み　

夢
を
め
ざ
し
て
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会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
し
い
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
協
会
の
業
務
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、

格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
な

か
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の
人
々
ま
で
も
感
染
症

に
怯
え
、
苦
し
め
ら
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
各
地
で
豪
雨
や
一
連

の
台
風
に
よ
る
災
害
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
今

や
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
誰
で
あ
っ
て
も
被
害

を
受
け
て
不
思
議
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
近
年
、
気

候
変
動
の
影
響
に
伴
い
非
常
に
強
い
雨
が
降
る
よ
う

に
な
り
、
毎
年
発
生
す
る
豪
雨
災
害
、
さ
ら
に
南
海

ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
津
波
の
危
険
度
も
高
く
、
わ
が

こ
と
と
し
て
防
災
・
減
災
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

山
地
災
害
も
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
災
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
、
迅
速
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
今

年
度
で
終
了
と
な
る
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化

の
た
め
の
３
ケ
年
緊
急
対
策
」
を
、
更
に
強
化
し
、

「
５
ケ
年
、
15
兆
円
の
規
模
」
で
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
の
対
策
を
確
実
に
山
地
の
復
旧
や
予

防
、
流
木
対
策
、
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
な
ど
の

「
緑
の
国
土
強
靭
化
」、
災
害
に
強
い
丈
夫
な
林
道
整

備
な
ど
を
通
じ
た
森
林
整
備
へ
と
つ
な
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
協
会
と
し
て
も
、
全
力
で

治
山
林
道
の
大
幅
な
予
算
獲
得
が
実
現
で
き
る
よ
う

汗
を
か
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
我
々
地
方
・
森
林
関
係
者
の
長
年
の
悲
願

で
あ
っ
た
森
林
環
境
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
、
一
昨
年

か
ら
譲
与
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
、
適
正
な
森
林

整
備
、
し
っ
か
り
と
し
た
治
山
林
道
へ
の
更
な
る
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
新
春
を
迎
え
、
当
協
会
職
員
一
同
気
持

ち
を
新
た
に
し
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
治
山
林
道
の

推
進
、
加
え
て
技
術
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

普
及
啓
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
の
皆
様
の
御
支

援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
一
層

の
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
挨
拶

新
春
を
迎
え
て

一
般
社
団
法
人 

兵
庫
県
治
山
林
道
協
会　

会
長

衆
議
院
議
員

（3） 令和3年1月



治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者

 

林
道
功
労
者
表
彰
受
賞
者
の
紹
介

　

令
和
２
年
11
月
19
日
に
東
京
都
港
区
赤
坂
１
丁
目
の
赤

坂
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス　

ザ
エ
ア
ー
で
開

催
さ
れ
た
日
本
林
道
協
会
通
常
総
会
の
終
了
後
、
一
般
社

団
法
人
日
本
治
山
治
水
協
会
及
び
日
本
林
道
協
会
が
主
催

の
「
令
和
２
年
度
治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受
賞
者

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
山
口
全
国
協

会
会
長
の
ご
挨
拶
に
引
き
続
き
、
浅
川
京
子
林
野
庁
次
長

か
ら
受
賞
者
へ
の
お
祝
い
と
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期

待
す
る
な
ど
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
兵
庫
県
で
は

次
の
２
社
及
び
１
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た（
写
真
１
）。

50�

ha
等
で
あ
る
。
当
該
箇
所
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に

よ
り
国
道
９
号
線
に
近
接
し
た
山
腹
崩
壊
に
対
し
、
道
路

及
び
下
流
の
公
共
施
設
や
工
場
等
の
保
全
を
図
る
た
め
実

施
さ
れ
た
。
工
事
の
規
模
が
大
き
く
、
バ
ラ
ン
ス
、
総
合

性
に
お
い
て
他
の
治
山
工
事
の
模
範
で
あ
る
と
高
く
評
価

さ
れ
た
。

　

受
賞
式
で
は
、
谷
県
協
会
会
長
は
も
と
よ
り
地
元
の
広

瀬
養
父
市
長
も
お
祝
い
に
駆
け
付
け
ら
れ
る
な
か
、
守
本

代
表
取
締
役
は
、「
会
社
創
立
50
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、

名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
で
す
。
社
員
一
同
、

今
後
の
励
み
に
し
ま
す
。」
と
喜
び
を
伝
え
ら
れ
た（
写

真
２
～
５
）。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
は
日
本
林
道
協
会
創
立
70
周
年
記

念
「
林
道
功
労
者
表
彰
」
の
受
賞
者
表
彰
式
も
同
時
に
実

施
さ
れ
、
兵
庫
県
か
ら
は
前
田
康
宏
前
常
務
理
事
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

１
．
第
36
回
民
有
林
治
山
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

農
林
水
産
大
臣
賞
に
（
株
）
モ
リ
モ
ト
が
輝
く

　

対
象
工
事
は
平
成
30
年
度
発
注
の
「
災
害
関
連
緊
急
治

山
事
業
」
で
、
工
事
場
所
は
養
父
市
八
鹿
町
朝
倉
地
内
、

工
事
内
容
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
谷
止
工
２
基
、
山
腹
工
０
・

写真１　表彰式会場

写真４　谷会長と受賞を喜ぶ守本代表取締役（右）、
　　　　水口課長（左）

写真２　農林水産大臣賞に輝いた現場完成状況

写真３　治山工事コンクール
　　　　農林水産大臣賞を受ける守本代表取締役
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２
．
第
43
回
林
道
維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル

林
野
庁
長
官
賞
に
兵
庫
県
西
播
磨
県
民
局
光
都
農
林
振
興

事
務
所
が
輝
く

　

対
象
路
線
は
森
林
基
幹
道
「
笠
形
線
」、
神
崎
郡
福
崎

町
大
貫
か
ら
多
可
郡
多
可
町
加
美
区
奥
荒
田
に
至
る
延
長

34
ｋ
ｍ
、
幅
員
５
・
０
ｍ
、
で
あ
る
。

　

当
該
路
線
は
、
平
成
元
年
度
は
１
１
５
回
の
定
期
パ
ト

ロ
ー
ル
に
よ
り
点
検
や
巡
視
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
ゴ
ミ
不

法
投
棄
に
対
応
す
る
た
め
３
箇
所
の
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る

画
像
確
認
を
行
う
な
ど
、
適
切
な
道
路
維
持
管
理
に
努
め

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た（
写
真
６
）。

４
．
日
本
林
道
協
会
創
立
70
周
年
記
念

　
　
「
林
道
功
労
者
表
彰
」

日
本
林
道
協
会
会
長
賞
に
前
田
康
宏
氏
が
受
賞

　

林
道
事
業
の
発
展
と
向
上
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
対

す
る
表
彰
で
、
前
田
氏
は　

平
成
26
年
４
月
か
ら
兵
庫
県

治
山
林
道
協
会
の
事
務
局
長
に
就
任
さ
れ
、
９
月
か
ら
常

務
理
事
と
し
て
６
年
務
め
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
当
協
会
の

運
営
に
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
、
平
成
26
年
８
月
丹
波
市
豪

雨
災
害
や
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
お
け
る
林
道
災
害

復
旧
事
業
に
お
け
る
査
定
設
計
書
の
作
成
と
工
事
現
場
管

理
等
を
支
援
し
、
早
期
復
旧
と
二
次
災
害
防
止
に
導
か
れ

る
と
と
も
に
、
治
山
林
道
事
業
の
普
及
啓
発
や
県
民
に
対

す
る
森
林
・
林
道
等
の
意
識
向
上
の
た
め
の
活
動
を
積
極

的
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た（
写
真
８
）。

３
．
第
36
回
民
有
林
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
林
道
協
会
長
賞
に
（
株
）
松
本
組
が
輝
く

　

対
象
工
事
は
平
成
30
年
度
発
注
の
「
森
林
基
幹
道
開
設

事
業
」
で
、
路
線
は
「
須
留
ヶ
峰
線
」、
工
事
場
所
は
朝

来
市
佐
嚢
地
内
で
あ
る
。

　

当
該
箇
所
は
、
地
形
が
急
峻
で
難
工
事
で
あ
っ
た
が
、

施
工
管
理
体
制
が
適
切
で
、
多
種
多
様
な
工
種
に
お
い
て

創
意
工
夫
し
、
日
常
の
出
来
形
・
品
質
管
理
を
適
切
に
行

い
、
工
事
写
真
等
の
整
理
も
良
好
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
現
場
の
仕
上
げ
も
丁
寧
で
、
既
設
林
道
の
崩
土

除
去
や
清
掃
を
積
極
的
に
行
い
、
一
般
車
両
の
安
全
な
通

行
に
寄
与
し
、
地
域
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た

（
写
真
７
）。

写真８　林道功労者表彰を受ける前田康宏氏

写真５　お祝に駆け付けられた広瀬養父市長（左から２人目）

写真７　須留ヶ峰線（朝来市佐嚢地内）完成状況

写真６　維持管理コンクール受賞を喜ぶ関係職員一同
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「
防
災
・
減
災
、の
５
か
年
加
速
化
対
策
」が
決
定

国
へ
の
陳
情
・
要
望
活
動
の
実
施

　
「
緊
急
３
か
年
対
策
」
後
の
措
置
と
し
て
「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
が
令

和
２
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
第
３
次
補
正
予
算
案
に

令
和
３
年
度
当
初
予
算
案
を
加
え
た
林
野
一
般
公
共
事
業

費
は
、
一
昨
年
昨
年
の
２
６
０
０
億
円
を
大
き
く
上
回
る

２
８
０
０
億
円
を
超
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

５
か
年
対
策
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
を
見
通
し
た
事
業
推

進
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
存
分
に
成
果
の
あ
っ
た
令
和
３
年
度
予
算

案
に
つ
い
て
は
、
当
協
会
と
し
て
、
令
和
２
年
11
月
18
日

に
森
林
整
備
・
治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟
に
よ
る
「
緊
急

決
起
大
会
」、
及
び
中
央
協
会
の
主
催
す
る
「
２
０
２
０

治
山
・
林
道
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
て
予
算
拡
充
を
訴
え

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
翌
週
の
11
月
24
日
に
は
、
兵
庫
県
治
山
・
森

林
合
同
要
望
会
と
し
て
、
当
協
会
の
谷
公
一
会
長
、
広
瀬

栄
理
事
（
養
父
市
長
）
及
び
吉
田
一
四
理
事
（
多
可
町

長
）
が
財
務
省
、
農
林
水
産
省
、
林
野
庁
に
出
向
き
、
令

和
３
年
度
予
算
編
成
の
陳
情
を
行
い
、
兵
庫
の
治
山
林
道

の
実
状
を
強
く
訴
え
て
一
層
の
拡
充
を
要
望
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
を
兼
務
す
る
谷

会
長
と
石
川
憲
幸
副
会
長
（
兵
庫
県
議
会
議
員
）
か
ら
森

林
林
業
全
般
に
係
る
要
望
も
行
わ
れ
、
林
野
一
般
公
共
事

業
の
拡
大
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

治
山
林
道
に
係
る
要
望
内
容
の
う
ち
主
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
。

１　

治
山
事
業
の
推
進
と
し
て

⑴�

次
年
度
以
降
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め

の
３
か
年
緊
急
対
策
」
の
継
続

⑵�「
第
３
次
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
計
画
」
を
着
実

に
進
め
る
治
山
事
業
予
算
の
確
保
等

２　

林
道
事
業
の
推
進
と
し
て

⑴�

「
第
３
期
ひ
ょ
う
ご
林
内
路
網
１
，
０
０
０
㎞
整
備
プ

ラ
ン
」
を
着
実
に
推
進
す
る
地
域
創
生
道
整
備
推
進
交

付
金
の
確
保
等

要
望
先
は
、
次
の
と
お
り
。

国
会
議
員　
（
衆
議
院
議
員
）

　
　
　
　
　

�

谷
公
一
議
員
、
山
口
壯
議
員
、
盛
山
正
仁
議

員
、
松
本
剛
明
議
員
、
西
村
康
稔
議
員
、
藤

井
比
早
之
議
員
、
関
芳
弘
議
員

　
　
　
　
　

�（
参
議
院
議
員
）

　
　
　
　
　

�

末
松
信
介
議
員
、
加
田
裕
之
議
員
、
進
藤
金

日
子
議
員
、
宮
崎
ま
さ
お
議
員

財
務
省　
　

�

伊
藤
副
大
臣
、
中
西
副
大
臣
、
船
橋
政
務
官
、

元
榮
政
務
官
、
太
田
事
務
次
官
、
矢
野
主
計

局
長
、
角
田
主
計
局
次
長
、
波
戸
本
主
計
官
、

桑
田
主
計
局
農
林
２
係
主
査

農
水
省　
　

�

野
上
大
臣
、
葉
梨
副
大
臣
、
宮
内
副
大
臣
、

池
田
政
務
官
、
熊
野
政
務
官
、
枝
元
事
務
次

官
、
宮
浦
予
算
課
長
、

林
野
庁　
　

�

本
郷
長
官
、
浅
川
次
長
、
小
坂
森
林
整
備
部

長
、
長
﨑
屋
整
備
課
長
、
諏
訪
造
林
間
伐
対

策
室
長
、
佐
伯
治
山
課
長
、
金
谷
山
地
災
害

対
策
室
長

谷公一議員へ要望

財務省 波戸本主計官に要望

林野庁 本郷長官へ要望

第49号�（6）兵庫の治山・林道と森林整備



コ
ロ
ナ
禍
に
初
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
／
第
60
回
治
山
研
究
発
表
会

 

「
ひ
ょ
う
ご
式
治
山
ダ
ム
」
が
二
度
目
の
発
表

農
政
環
境
部
治
山
課
・︵
一
社
︶
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会

１
．
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
初
の
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催

　

例
年
、
全
国
の
治
山
関
係
者
一
同
の
参
加
の
も
と
、
東

京
都
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
て
き
た
治
山
研
究
会
主
催
の
発
表
会
で
す
が
、

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
初
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
施
は
、
11
月
５
日
～
16
日
に
か
け
て
、
４
つ
の
セ
ク

シ
ョ
ン
別
に
計
37
課
題
（
昨
年
度
は
47
）
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
視
聴
に
よ
り
公
開
さ
れ
ま
し
た
（
図
１
）。
そ
の
間
、

質
問
受
付
期
間
と
回
答
公
開
期
間
が
設
け
ら
れ
、
双
方
向

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
配
慮
が
あ
り
ま
し
た
。

２
．
兵
庫
県
か
ら
発
表
の
課
題
名
等

⑴
課
題
名

　
『
流
木
対
策
に
有
効
な
「
ひ
ょ
う
ご
式
治
山
ダ
ム
」
に

つ
い
て
（
Ⅱ
報
）』

⑵
研
究
者
名

　

太
田
雄
一
郎
（
一
社
）
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会
）

　

村
上
晴
茂
、
杉
山
和
史
（
兵
庫
県
治
山
課
）

　

長
井
斎
、
松
原
智
生
（（
株
）
建
設
技
術
研
究
所
）

⑶
研
究
成
果

　

ひ
ょ
う
ご
式
治
山
ダ
ム
は
、
兵
庫
県
が
平
成
28
年
度
か

ら
研
究
開
発
に
取
り
組

ん
で
き
た
（
写
真
１
）、

流
木
対
策
に
有
効
な
治

山
ダ
ム
で
す
。
設
計
コ

ン
セ
プ
ト
は
、
①
土
石

流
に
伴
う
流
木
を
捕
捉

す
る
こ
と
、
②
山
脚
固

定
機
能
に
よ
り
満
砂
後

の
除
石
等
を
不
要
と
す

る
こ
と
、
③
透
過
部
の

構
造
設
計
が
標
準
化
さ

れ
る
こ
と
、
の
三
点
が

柱
で
す
。

　

設
計
の
標
準
化
の
た

め
、
流
木
と
土
石
流
の
捕
捉
性
能
を
検
証
す
る
実
験
と
考

察
に
対
し
、
平
成
30
年
度
第
58
回
治
山
研
究
発
表
会
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
で
は
、
さ
ら
に
研
究
を
発
展
さ
せ
、
流
木

等
を
捕
捉
す
る
効
果
が
最
大
で
最
適
と
な
る
透
過
部
と
不

透
過
部
の
比
率
の
関
係
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
従
来
困

難
と
考
え
ら
れ
て
い
た
10
度
超
の
急
勾
配
渓
流
に
お
い
て

も
対
策
可
能
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ひ
ょ
う
ご
式
治
山
ダ
ム
背
面
で
形
成
さ
れ
る
流

木
と
土
砂
が
絡
み
合
う
ビ
ー
バ
ー
ダ
ム
が
築
造
さ
れ
る
よ

う
な
現
象
（
写
真
２
）
に
着
目
し
、
こ
れ
が
流
木
等
を
捕

捉
す
る
本
質
的
な
要
因
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

谷
筋
林
を
流
木
土
砂
流
出
防
備
林
と
し
て
、
ひ
ょ
う
ご
式

治
山
ダ
ム
と
組
み
合
せ
て
生
か
す
こ
と
の
有
効
性
を
論
じ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
の
一
部
は
、
令
和
２
年
度
改
訂
の
「
兵

庫
県
透
過
型
治
山
ダ
ム
設
計
基
準
」
に
既
に
適
用
さ
れ
て

お
り
、
本
県
に
お
け
る
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
計
画

の
一
層
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

図１　Web開催トップページ

写真１　ひょうご式治山ダムの研究開発に
　　　　取り組んできた関係者

写真２　三次元実験水路とダム背面で形成される
　　　　ビーバーダム化
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「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り（
第
３
期
対
策
）

 

整
備
効
果
の
検
証
」に
つ
い
て

農
政
環
境
部　

森
林
参
事　

金
子
哲
朗

１
．
事
業
検
証
委
員
会
の
設
置

　

災
害
に
強
い
森
づ
く
り
第
３
期
対
策
の
整
備
効
果
を
検

証
す
る
に
あ
た
り
、
前
二
期
と
同
様
、
学
識
者
に
よ
る
事

業
検
証
委
員
会
を
平
成
30
年
９
月
に
設
置
し
、
こ
れ
ま
で

の
効
果
検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
的
な
観
点
か
ら
、
効

果
検
証
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
整
備
効
果
の
検
証
結
果
に
つ
い
て

⑴
緊
急
防
災
林
整
備
（
斜
面
対
策
）

　

間
伐
材
丸
太
に
よ
る
土
留
工
は
、
第
１
期
初
年
度
（
Ｈ

18
）
に
整
備
さ
れ
13
年
が
経
過
し
た
箇
所
で
も
、
表
層
土

壌
の
安
定
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
土
留
工
を
設
置
し
て
か
ら
県
下
で
最
も
時
間
が
経
過

し
て
い
る
ヒ
ノ
キ
林
（
Ｈ
13
治
山
事
業
で
設
置
）
で
の
調

査
区
で
は
、
土
留
工
を
設
置
し
た
整
備
区
の
年
間
土
砂
流

出
量
が
、
土
留
工
を
設
置
し
な
い
対
照
区
に
比
べ
18
年
経

過
後
も
約
１
／
５
と
少
な
く
、
下
層
植
生
の
植
被
率
も
増

加
し
、
土
留
工
の
効
果
の
長
期
間
に
わ
た
る
継
続
も
確
認

さ
れ
た
。

⑵
緊
急
防
災
林
整
備
（
渓
流
対
策
）

　

災
害
緩
衝
林
の
流
木
捕
捉
効
果
を
、
縮
尺
１
／
30
の
模

型
水
路
で
検
証
し
た
結
果
、
整
備
後
の
森
林
（
胸
高
直
径

30
㎝
、
立
木
密
度
６
０
０
本
／
ha
）
の
流
木
の
捕
捉
量
は
、

整
備
前
（
胸
高
直
径
12
㎝
、
立
木
密
度
１
２
０
０
本
／

ha
）
に
比
べ
約
４
倍
と
高
い
効
果
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
こ
の
結
果
を
普
及
啓
発
用
の
冊
子
「
災
害
緩
衝
林
整

備
方
針
の
手
引
き
」
に
表
し
、「
兵
庫
県
の
森
林
施
業
体

系
」（
平
成
７
年
１
月
）
も
勘
案
し
、
目
標
林
型
を
胸
高

直
径
30
㎝
以
上
、
立
木
密
度
８
０
０
～
１
０
０
０
本
／
ha

と
し
て
指
導
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
強
度
間
伐
を
す
る
こ
と
で
ス
ギ
の
胸
高
直
径
は

増
加
し
、
胸
高
直
径
か
ら
引
き
倒
し
モ
ー
メ
ン
ト
を
換
算

す
る
と
、
10
年
で
１
・
６
倍
倒
れ
に
く
く
な
る
こ
と
も
判

明
し
た
。
そ
し
て
、
３
～
５
年
が
経
過
し
た
整
備
地
74
箇

所
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
整
備
前
平
均
胸
高
直
径
が
28
・

４
㎝
で
あ
っ
た
も
の
が
、
整
備
後
は
31
・
８
㎝
と
順
調
に

目
標
林
型
へ
成
長
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

⑶
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
混
交
整
備

　

整
備
後
10
年
が
経
過
し
た
広
葉
樹
植
栽
箇
所
に
つ
い
て

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ナ
ラ
、
ク
リ
と
も
樹
高
３
～
５
ｍ

程
度
と
順
調
に
成
長
し
て
お
り
、
植
被
率
も
60
％
以
上
を

占
め
る
な
ど
、
目
標
樹
林
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
。

事業検証委員会（神戸市）

H30.７月豪雨災害現地調査
（宍粟市）

整備区植生状況（佐用町）
（低木層植被率40%）

未整備の森林の流木捕捉状況整備直後の隣接ヒノキ林の状況
（宍粟市）

対照区植生状況
（低木層植被率３%）

整備後の森林の流木捕捉状況整備後10年の状況
（10年間間伐は行われていない）

「災害に強い森づくり（第３期対策）」
事業検証委員

氏　名 所　属・職　名
服部　　保 兵庫県立大学名誉教授
北原　　曜 信州大学名誉教授
松浦　純生 京都大学防災研究所教授
大住　克博 鳥取大学農学部教授
安藤　正規 岐阜大学応用生物科学部准教

山端　直人 兵庫県森林動物研究センター
主任研究員

山瀬敬太郎 兵庫県森林林業技術センター
主席研究員

石丸　京子 園田学園女子大学非常勤講師
・委員会は平成30年11月21日から令和２年
　３月18日まで、計５回開催
・現地調査は30年度に２回実施
　※委員の所属等は第５回委員会時点
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ま
た
、
広
葉
樹
林
化
を
図
っ
た
箇
所
に
隣
接
す
る
ヒ
ノ

キ
林
に
お
い
て
、
林
縁
か
ら
10
ｍ
程
度
離
れ
た
箇
所
の
下

層
植
生
（
草
本
層
）
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
植
被
率
お
よ

び
高
さ
が
増
加
し
、
種
数
も
整
備
直
後
か
ら
比
較
し
て

４
・
３
倍
（
６
→
26
種
）
に
な
っ
て
お
り
、
整
備
地
に
隣

接
し
た
針
葉
樹
林
内
の
多
様
性
が
高
ま
る
こ
と
で
、
表
層

崩
壊
が
起
こ
り
に
く
い
森
林
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
判

明
し
た
。

⑷
里
山
防
災
林
整
備

　

整
備
区
は
10
年
前
に
伐
採
し
た
広
葉
樹
（
ア
ラ
カ
シ
、

ア
ベ
マ
キ
な
ど
）
が
萌
芽
再
生
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
樹
冠
を

閉
鎖
し
て
い
る
状
況
（
樹
高
５
～
８
ｍ
程
度
）
で
根
系
の

土
壌
緊
縛
力
も
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
林

床
に
も
低
木
が
侵
入
す
る
と
と
も
に
、
土
留
工
も
腐
朽
は

進
ん
で
い
る
が
表
層
土
壌
の
安
定
に
寄
与
し
て
い
た
。
し

か
し
、
伐
採
し
萌
芽
再
生
し
た
後
３
年
経
過
し
た
コ
ナ
ラ

の
根
系
引
き
抜
き
抵
抗
力
が
、
60
％
程
度
ま
で
減
少
し
て

い
た
。
今
後
も
引
き
続
き
追
跡
調
査
を
行
い
、
事
業
に
よ

る
リ
ス
ク
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
住
民
の
約
７
割
は
整

備
効
果
が
あ
っ
た
と
回
答
し
、
特
に
、
減
災
活
動
支
援
を

実
施
し
た
住
民
で
は
約
８
割
が
役
に
立
つ
と
評
価
し
て
お

り
、
さ
ら
に
活
動
で
作
成
し
た
防
災
マ
ッ
プ
や
避
難
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
約
４
割
の
住
民
が
実
際
の
豪
雨
・
台
風
発
生

時
に
活
用
し
た
と
回
答
し
て
お
り
、
減
災
活
動
支
援
の
効

果
が
高
か
っ
た
。

⑸
野
生
動
物
共
生
林
整
備

　

整
備
後
、
農
地
の
約
７
～
８
割
に
お
い
て
農
作
物
被
害

が
軽
減
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
被

害
の
軽
減
は
、
集
落
柵
の
設
置
に
加
え
、
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
整
備
に
よ
っ
て
林
縁
部
か
ら
林
内
の
見
通
し
環
境

が
向
上
し
た
こ
と
、
整
備
し
た
場
所
や
そ
の
周
辺
を
利
用

し
て
住
民
が
集
落
防
護
柵
の
点
検
や
潜
み
場
の
除
去
、
追

い
払
い
活
動
な
ど
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
相
加
的

な
効
果
と
考
え
ら
れ
る
。

　

不
嗜
好
性
低
木
を
植
栽
し
た
地
区
で
は
、
対
照
区
に
比

べ
て
土
砂
流
出
量
が
抑
制
さ
れ
る
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
植
生
保
護
柵
を
設
置
し
た
地
区
で
は
、
下
層
植

生
の
被
度
や
維
管
束
植
物
の
出
現
種
数
が
増
加
し
て
お
り
、

野
生
動
物
の
生
息
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
植
生
の
再
生

拠
点
作
り
が
進
ん
で
い
る
。
伐
採
跡
荒
廃
地
に
設
置
さ
れ

た
植
生
保
護
柵
の
内
側
と
外
側
（
対
照
区
）
等
３
試
験
区

に
お
い
て
土
砂
流
出
量
を
計
測
し
た
と
こ
ろ
、
減
少
率
は
、

植
生
保
護
柵
区
で
96
・
５
％
と
最
も
高
く
（
対
照
区
70
・

３
％
）、
整
備
後
の
５
年
間
で
柵
内
の
植
被
率
も
著
し
く

増
加
（
１
・
８
→
49
・
０
％
）
し
た
こ
と
か
ら
、
有
効
性

が
確
認
さ
れ
た
。

⑹
住
民
参
画
型
森
林
整
備

　

野
生
動
物
育
成
林
整
備
型
で
は
、
整
備
の
実
施
に
つ
い

て
約
８
割
の
住
民
が
評
価
し
、
整
備
効
果
が
上
が
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
目
的
が
共
有
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は

目
的
が
明
確
で
な
か
っ
た
集
落
で
は
住
民
の
評
価
が
低
い

傾
向
に
あ
り
、
効
果
的
な
獣
害
軽
減
対
策
を
行
う
た
め
に

は
、
事
業
導
入
に
あ
た
り
、
整
備
目
的
の
明
確
化
と
住
民

全
体
に
よ
る
共
有
の
重
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、
里

山
防
災
林
型
で
は
、
約
８
割
の
住
民
が
事
業
を
評
価
し
、

今
後
も
森
林
整
備
活
動
に
協
力
し
た
い
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
得
た
。

⑺
都
市
山
防
災
林
整
備

　

本
数
調
整
伐
後
１
年
が
経
過
し
た
コ
ナ
ラ
の
根
の
周
囲

長
成
長
は
、
調
整
伐
を
し
な
い
対
照
区
と
比
べ
大
き
い
傾

向
が
見
ら
れ
、
調
整
伐
に
よ
り
根
系
の
土
壌
緊
縛
力
が
増

大
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
し
か
し
、
平

成
29
年
10
月
の
強
風
に
よ
っ
て
発
生
し
た
六
甲
山
系
一
帯

で
の
風
倒
木
状
況
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
風
倒
し
た
ア
カ

ガ
シ
の
胸
高
直
径
は
、
健
全
木
よ
り
有
意
に
大
き
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。
土
壌
深
に
よ
る
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
ア
カ
ガ
シ
の
大
径
木
化
は
風
倒
の
一
因
と
考
え

ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
道
沿
い
な
ど
の
ア
カ
ガ
シ
個

体
の
う
ち
太
い
個
体
は
伐
採
し
、
樹
高
を
低
く
す
る
等
、

今
後
の
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑻
平
成
30
年
７
月
豪
雨
後
の
緊
急
点
検

　

山
地
被
害
の
大
き
か
っ
た
宍
粟
市
等
、
県
下
98
箇
所
の

施
工
地
を
豪
雨
直
後
に
点
検
し
た
と
こ
ろ
、
設
置
し
た
簡

易
流
木
止
め
工
等
が
土
砂
流
出
を
防
止
す
る
等
、
斜
面
崩

壊
、
流
木
や
土
砂
の
流
出
等
の
被
害
は
な
か
っ
た
。

３
．
ま
と
め

　

以
上
の
検
証
結
果
や
災

害
リ
ス
ク
の
高
ま
り
を
踏

ま
え
、
検
証
委
員
会
か
ら
、

「
事
業
の
継
続
と
内
容
の

充
実
が
必
要
」
と
の
提
言

を
受
け
、
令
和
２
年
12
月

県
議
会
に
、
超
過
課
税
の

実
施
期
間
を
５
年
間
延
長

す
る
趣
旨
の
「
県
民
緑
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
を
提
案
し
、
可
決

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
効
果
検
証
の
結

果
や
、
森
林
環
境
譲
与
税

と
の
使
途
区
分
等
を
県
民

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
『
災

害
に
強
い
森
づ
く
り
』
を

力
強
く
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

伐採跡荒廃地（南あわじ市）
植生保護柵設置１年目

植生保護柵設置５年目

H30.７月豪雨により発生した土砂、流木の流出を防止した簡易流木止め工
（左：朝来市）と床固工（右：丹波市）

（9） 令和3年1月



林
業
遺
産「
再
度
山
の
植
林
」に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
⑴

兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
・
元
兵
庫
県
六
甲
治
山
事
務
所
長　

山
田
裕
司

　

明
治
時
代
に
再
度
山
周
辺
で
始
ま
っ
た
植
林
は
、
当
時

の
砂
防
工
事
の
状
況
を
撮
影
し
た
ガ
ラ
ス
原
板
、
施
工
さ

れ
た
石
積
み
の
遺
構
な
ど
多
く
の
資
料
が
現
存
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
工
事
の
概
要
や
前
号
で
記
載
で
き
な
か
っ

た
関
連
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
、
今
号
と
次
号
の
２

回
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
植
林
が
は
じ
ま
る
ま
で

　

神
戸
港
開
港
以
降
急
激
な
人
口
増
加
と
コ
レ
ラ
な
ど
の

伝
染
病
の
流
行
に
よ
り
、
神
戸
市
で
は
上
水
道
の
整
備
が

大
き
な
課
題
で
し
た
。
明
治
33
年
（
１
９
０
０
）
に
生
田

川
の
布
引
滝
の
上
流
に
水
道
施
設
と
し
て
五
本
松
堰
堤

（
以
下
「
布
引
ダ
ム
」）
が
完
成
し
、
水
道
事
業
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
布
引
ダ
ム
は
日
本
最
古
の
水
道
専
用
重
力
式

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
現
在
も
水
道
施
設
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

布
引
ダ
ム
上
流
域
の
再
度
山
周
辺
は
、
入
会
地
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
再
度
山
北
側
の
字
中
一
里

山
は
、
山
田
村
下
谷
上
な
ど
の
集
落
と
神
戸
市
神
戸
区
な

ど
の
双
方
の
集
落
が
室
町
時
代
か
ら
利
用
権
を
め
ぐ
っ
て

争
っ
て
い
た
入
会
地
で
し
た
。
過
去
か
ら
多
く
の
村
々
に

よ
る
激
し
い
収
奪
が
行
わ
れ
、
特
に
荒
廃
が
著
し
か
っ
た

よ
う
で
す
。
神
戸
市
で
は
上
水
道
整
備
の
一
環
と
し
て
、

再
度
山
周
辺
の
植
林
工
事
の
必
要
に
迫
ら
れ
ま
す
。
植

林
工
事
が
始
ま
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
は
、
大
日
本
山
林

会
報
２
８
７
号
（
明
治
39
年
10
月
15
日
）（
以
下
「
会
報

２
８
７
号
」）
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
戸
市
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
本
多
静
六
博
士
に
再

度
山
の
植
林
に
つ
い
て
指
導
を
仰
ぎ
ま
す
。
明
治
32
年

（
１
８
９
９
）
に
本
多
は
現
地
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、

神
戸
市
内
で
森
林
の
水
源
か
ん
養
に
つ
い
て
講
演
を
行
い

ま
す
。
神
戸
市
で
は
こ
れ
に
よ
り
水
源
林
造
成
の
機
運
が

高
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。
本
多
は
明
治
33
年
に
い
わ
ゆ
る

『
赤
松
亡
国
論
』
を
発
表
し
、
濫
伐
暴
採
を
嘆
く
と
と
も

に
再
度
山
の
荒
廃
の
事
例
も
記
し
て
い
ま
す
。
前
年
に
現

地
を
視
察
し
た
こ
と
が
赤
松
亡
国
論
を
発
表
す
る
き
っ
か

け
の
一
つ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

神
戸
市
は
兵
庫
県
に
現
地
の
調
査
を
依
頼
し
、
明
治
34

年
（
１
９
０
１
）
に
県
の
林
業
巡
回
教
師
が
調
査
を
行
い

ま
す
。
明
治
35
年
（
１
９
０
２
）
１
月
に
は
、
再
び
本
多

が
外
国
人
招
聘
教
師
カ
ー
ル
・
ヘ
ー
フ
ェ
ル
と
と
も
に
、

現
地
の
視
察
に
訪
れ
ま
す
。
ヘ
ー
フ
ェ
ル
は
ド
イ
ツ
人
で
、

前
年
の
明
治
33
年
に
開
設
さ
れ
た
東
京
帝
国
大
学
林
学
第

4
講
座
（
砂
防
講
座
）
の
初
代
担
当
で
す
。
２
代
目
が
明

治
37
年
（
１
９
０
４
）
か
ら
着
任
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人

の
ア
メ
リ
ゴ
・
ホ
フ
マ
ン
で
、
愛
知
県
の
ホ
フ
マ
ン
工
事

な
ど
日
本
の
砂
防
工
事
に
大
き
な
業
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
再
度
山
に
ヘ
ー
フ
ェ
ル
で
な
く
ホ
フ
マ
ン
が
来
て

い
た
ら
再
度
山
の
植
林
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
も
の
に
な
っ

て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

２
．
植
林
工
事

⑴
試
験
植
林

　

神
戸
市
で
は
、
砂
防
工
事
や
造
林
工
事
の
実
効
性
を
確

認
す
る
た
め
、
再
度
山
の
北
側
斜
面
で
試
験
的
に
植
林
工

事
を
実
施
し
ま
す
（
写
真
ー
１
、２
）。

時
期
：
明
治
35
年
２
月
か
ら
３
月

面
積
：
６
反
８
畝
26
歩
６
合
（
約
０
・
７
ha
）

内
容
：�

積
苗
工
１
，
０
２
９
間
７
合
（
約
１
，
８
７
０

ｍ
 ）、
谷
留
石
堰
堤
５
箇
所
20
坪
（
約
66
㎡
）、
植

栽
（
松
１
０
，
０
０
０
本
、
山
榿
（
ヒ
メ
ヤ
シ
ャ

ブ
シ
）
１
０
，
０
０
０
本
）

　

工
事
は
県
の
林
業
巡
回
教
師
が
指
導
監
督
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
試
験
植
林
の
成
績
を
見
届
け
、
明
治
35
年
度
か

ら
神
戸
市
の
事
業
と
し
て
造
林
工
事
が
、
36
年
度
か
ら
兵

庫
県
に
よ
る
砂
防
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

写真-１　試験植林で施工された
　　　　 積苗工や谷留石堰堤
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⑵
県
に
よ
る
砂
防
工
事

　

兵
庫
県
は
、
市
の
要
望
を
受
け
明
治
36
年
度
か
ら
砂
防

工
事
を
開
始
し
ま
す
（
写
真
ー
３
）。

時
期
：
明
治
36
年
度
か
ら
昭
和
５
年
度
ご
ろ
ま
で

面
積
：（
計
画
面
積
）１
，
０
７
３
町（
約
１
，
０
６
４
ha
）

内
容
：�

石
堰
堤
、
土
堰
堤
、
根
石
垣
、
谷
止
石
垣
、
積
苗

工
、
植
栽
（
松
、
山
榿
）

　

施
工
箇
所
は
、
生
田
川
、
湊
川
流
域
の
特
に
荒
廃
の
激

し
か
っ
た
再
度
山
の
北
側
（
山
田
村
下
谷
上
字
中
一
里

山
）
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
36
年
度
・
37
年
度
の

工
事
内
容
は
大
日
本
山
林
会
報
第
２
８
４
号
「
兵
庫
県
に

於
け
る
砂
防
工
事
」（
以
下
「
会
報
２
８
４
号
」）（
写
真
ー

４
）
で
確
認
で
き
ま
す
。
明
治
39
年
度
か
ら
昭
和
５
年
度

ま
で
は
、
県
庁
砂
防
課
に
残
る
砂
防
工
事
台
帳
で
工
事
内

容
が
確
認
で
き
ま
す
。

⑶
神
戸
市
の
造
林
工
事

　

神
戸
市
の
造
林
工
事
は
明
治
35
年
度
か
ら
本
格
的
に
始

ま
り
ま
す
。

時
期
：
明
治
35
年
度
か
ら
明
治
45
年
度

面
積
：
５
７
４
町
（
約
５
６
７
ha
）

内
容
：�

植
栽
（
松
、
楠
、
扁
柏
（
ヒ
ノ
キ
）、
山
榿
、
杉
、

樫
、
櫟
、
欅
、
櫨
、
楓
、
コ
ブ
シ
、
ポ
プ
ラ
等
）

　

こ
の
造
林
工
事
は
、
神
戸
市
森
林
整
備
事
務
所
に
保
管

さ
れ
て
い
る
造
林
台
帳
で
内
容
が
確
認
で
き
ま
す
。
初
年

度
の
明
治
35
年
度
に
つ
い
て
は
字
中
一
里
山
で
砂
防
工
事

を
実
施
し
ま
す
が
、
そ
の
後
は
、
再
度
山
の
南
側
区
域

（
神
戸
港
地
方
字
口
一
里
山
）
で
植
栽
工
事
の
み
行
な
っ

た
よ
う
で
す
。
多
様
な
広
葉
樹
を
植
栽
し
て
い
る
の
は
本

多
静
六
の
指
導
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
．
神
戸
又
新
日
報

　

会
報
２
８
７
号
の
中
で
、
明
治
35
年
11
月
13
日
に
神
戸

市
が
新
聞
記
者
を
現
地
に
招
き
、
現
地
状
況
と
事
業
計
画

の
説
明
を
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
、
神
戸
又

新
（
ゆ
う
し
ん
）
日
報
の
記
事
で
確
認
で
き
ま
す
（
写

真
ー
５
）。
明
治
35
年
11
月
15
日
・
16
日
の
記
事
「
神
戸

市
林
政
の
経
過
を
見
る
」
の
中
で
、
現
地
で
坪
野
神
戸
市

長
か
ら
植
林
の
計
画
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
を
受
け
た

様
子
や
、
布
引
ダ
ム
を
越
え
て
布
袋
谷
を
遡
る
と
、
予
算

５
０
０
円
で
設
置
し
た
小
貯
水
池
が
８
月
の
降
雨
で
一
晩

の
う
ち
に
満
砂
し
た
、
中
一
里
山
に
至
れ
ば
再
度
山
の
後

方
の
連
山
が
全
面
赤
砂
に
一
草
一
木
の
み
る
べ
き
も
の
な

く
（
原
文
マ
マ
）
な
ど
、
荒
廃
状
況
の
激
し
さ
を
詳
し
く

描
写
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
積
苗
工
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
よ
う
で
、
禿
山
の
傾
斜
面
に
９
尺
毎
の
間
隔
で
芝
を

平
行
に
並

べ
松
と
髭

縛
（
ひ
げ

し
ば
）

り
（
原
文

マ
マ
）
を

雑
植
す
る

と
も
記
さ

れ
て
お
り
、

非
常
に
興

味
深
い
内

容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

�

（
次
回
号

に
続
く
）

写真-３　砂防工事の施工直後。写っている人
　　　　 のうち一人は林業巡回教師と考えら
　　　　 れる。

写真-２　現存している谷留石堰堤。写真-１に
　　　　 写っているものと思われる。

写真-４　大日本山林会報284号の小橋の報告
　　　　 「兵庫懸下に於ける砂防工事」

写真-５　神戸又新日報の記事
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〜
２
．
基
礎
の
形
式
〜

︵
一
社
︶
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会　

総
括
課
長　

谷
口
靖
雄

　

前
回
は
基
礎
地
盤
の
支
持
力
判
断
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。
湧
水
等
に
よ
り
軟
弱
化
し
た
基
礎
地
盤
へ
の
対
応

と
し
て
、
十
分
な
地
盤
反
力
が
得
ら
れ
る
ま
で
基
礎
を
掘

り
下
げ
、
基
礎
地
盤
支
持
力
を
確
認
し
構
造
変
更
を
行
う
。

ま
た
は
、
軟
弱
土
を
除
去
し
、
割
栗
石
等
で
置
換
対
応
す

る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
根
入
れ
を
深

く
す
る
こ
と
や
軟
弱
化
し
た
土
砂
部
分
の
置
換
え
対
応
で

き
る
の
は
、
し
っ
か
り
し
た
基
礎
地
盤
の
存
在
を
確
認
で

き
る
か
ら
で
す
。
問
題
は
幾
ら
掘
下
げ
て
も
基
礎
と
な
る

べ
き
地
盤
が
現
れ
な
い
時
は
ど
う
対
処
す
る
か
で
す
。
既

に
色
々
と
経
験
し
た
方
も
お
ら
れ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

こ
ん
な
時
は
基
礎
地
盤
を
造
れ
ば
い
い
の
で
す
。

　

今
回
、
皆
様
に
紹
介
す
る
基
礎
の
形
式
は
、
昨
年
、
受

託
し
た
現
場
で
や
む
を
得
ず
実
施
し
た
施
工
例
で
す
。
今

や
殆
ど
な
く
な
っ
た
日
本
の
伝
統
的
工
法
で
あ
る
「
は
し

ご
胴
木
」
の
施
工
を
紹
介
し
、
基
礎
の
形
式
に
つ
い
て
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．「
は
し
ご
胴
木
」
と
は

　

日
本
の
伝
統
的
な
基
礎
形

式
で
、
軟
弱
地
盤
上
の
石
垣

や
家
屋
な
ど
の
基
礎
に
用
い

ら
れ
て
き
た
工
法
で
、
谷
止

工
や
土
留
工
に
も
使
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
胴
木

の
基
礎
工
は
数
百
年
経
た
今

で
も
腐
ら
ず
残
っ
て
い
ま
す
。

使
用
さ
れ
て
き
た
木
材
は
生

松
丸
太
が
主
で
あ
り
、
構
造
物
基
礎
に
生
松
丸
太
を
格
子

状
に
組
み
立
て
た
「
は
し
ご
胴
木
」
を
敷
設
し
、
荷
重
の

分
散
を
図
り
不
等
沈
下
を
防
ぐ
工
法
で
す
。
し
か
し
、
そ

の
支
持
力
は
主
に
経
験
的
に
推
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

実
験
的
な
解
析
な
ど
に
よ
る
検
討
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

図
１
は
「
は
し
ご
胴
木
」
の
概
念
図
で
す
。
平
面
図
に

は
２
列
、
１
・
０
ｍ
 間
隔
で
杭
木
が
打
ち
込
ま
れ
、
横
向

き
に
桟
木
が
配
置
さ
れ
ま
す
。
桟
木
と
杭
木
は
鉄
線
で
固

定
さ
れ
、
そ
の
桟
木
の
上
に
は
し
ご
状
に
胴
木
が
配
置
さ

れ
ま
す
。
桟
木
と
胴
木
も
鉄
線
で
固
定
さ
れ
、
杭
木
、
桟

木
、
胴
木
の
間
は
割
栗
石
や
砕
石
で
隙
間
な
く
充
填
、
転

圧
さ
れ
「
は
し
ご
胴
木
」
は
完
成
し
ま
す
。「
は
し
ご
胴

木
」
は
構
造
物
の
基
礎
の
基
礎
で
あ
り
、
構
造
物
が
完
成

す
る
と
地
中
に
埋
め
ら
れ
た
状
態
と
な
り
、
木
材
へ
の
酸

素
の
供
給
が
絶
た
れ
木
材
の
腐
朽
が
止
ま
り
ま
す
。

２
．「
は
し
ご
胴
木
」
の
施
工
例
︵
令
和
元
年
度
実
施
︶

⑴
基
礎
の
確
認

　

谷
止
工
の
床
掘
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
計
画
施
工
基
面

に
粘
土
層
が
提
敷
面
の
８
割
程
度
出
現
し
ま
し
た
（
写
真

１
）。
基
礎
の
確
認
の
た
め
、
計
画
施
工
基
面
よ
り
１
・
０

ｍ
 程
度
深
く
試
掘
し
て
み
ま
し
た
が
（
写
真
２
）、
粘
土

し
か
現
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
田
ん
ぼ
の
中
に
足
を
突
っ
込

む
よ
う
な
感
じ
で
す
）。
計
画
谷
止
工
の
地
盤
反
力
が
得

ら
れ
な
い
典
型
的
な
事
例
で
す
。
こ
の
粘
土
層
の
深
さ
を

確
認
す
る
た
め
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
試

験
で
調
査
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
図
２
の
と

お
り
で
、
２
ｍ
程
度

の
昔
の
残
土
（
黄
緑

色
）
の
下
に
、
地
山

が
粘
性
土
（
ピ
ン
ク

色
、
約
３
ｍ
程
度
）

で
支
持
力
が
な
く
、

し
か
し
下
部
は
支
持

力
層
（
う
す
茶
色

50�

kN
、
茶
色
１
０
０�

kN
）
が
想
定
さ
れ
ま

し
た
。

図１　「はしご胴木」概念図

写真１　堤敷面積の80%は粘土

写真２　計画施工基面1.0m掘下状況

図２　「はしご胴木」施工側面図図３　「はしご胴木」施工平面図・正面図
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⑵
基
礎
形
式
の
決
定

　

土
木
工
事
の
基
礎
形
式
は
、
直
接
基
礎
工
と
杭
基
礎
が

あ
り
ま
す
。
通
常
は
直
接
基
礎
工
と
し
て
フ
ー
チ
ン
グ
基

礎
を
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
支
持
力
層
が
深
い
場
合
は
杭
基

礎
の
検
討
も
行
い
ま
す
。
一
番
大
切
な
こ
と
は
基
礎
地
盤

支
持
力
の
デ
ー
タ
の
問
題
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
試
験
は
支
持
層
の
軟
硬
を
判
断
す
る
程
度
で

す
。
丸
太
杭
を
打
ち
込
ん
で
み
て
、
あ
る
程
度
の
支
持
力

が
３
ｍ
下
に
推
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
発
注
者
と
協
議
し

て
、
谷
止
工
の
基
礎
形
式
を
「
は
し
ご
胴
木
」
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

施
工
に
際
し
、
松
く
い
虫
被
害
の
影
響
で
生
松
丸
太
入

手
困
難
な
た
め
、
ス
ギ
丸
太
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

⑶
「
は
し
ご
胴
木
」
の
施
工

　
「
は
し
ご
胴
木
」
の

施
工
は
、
図
２
、
図
３

を
見
て
く
だ
さ
い
。
ま

ず
、
計
画
施
工
基
面

よ
り
０
・
５
ｍ
掘
下
げ
、

丸
太
杭
（
１=

３
・
０

ｍ
Φ
20
㎝
）
を
１
・
０

ｍ
間
隔
で
３
列
基
礎
地

盤
に
打
ち
込
み
ま
す
。

こ
の
時
、
杭
木
が
支
持

地
盤
に
到
達
し
、
こ
れ

以
上
打
ち
込
め
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
す
。
杭

木
の
施
工
後
、
桟
木

を
杭
木
に
鉄
線
（
８

番
線
）
で
固
定
し
ま

す
（
写
真
３
）。
そ
し

て
、
桟
木
の
上
に
胴

木
（
丸
太
１=

４
ｍ
φ

20
㎝
）
を
鉄
線
で
固
定

し
（
写
真
4
）、
割
栗

石
基
礎
工
を
施
工
し
ま
す
（
写
真
５
）。「
は
し
ご
胴
木
」

の
完
了
で
す
（
写
真
６
）。
こ
の
上
に
均
し
コ
ン
リ
ー
ト

を
施
工
し
（
写
真
７
）、
提
体
の
中
に
Ｈ
鋼
を
２
本
敷
設

し
て
、
は
し
ご
胴
木
が
沈
下
し
て
も
本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
荷
重
が
偏
ら
な
い
工
夫
を
し
ま
し
た
（
写
真
８
）。
現

在
ま
で
、
谷
止
工
の
つ
ま
先
設
計
荷
重
は
２
２
６�

kN
で
す

が
、
ク
ラ
ッ
ク
、
提
体
の
傾
き
等
一
切
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
（
写
真
９
）。

⑷
「
は
し
ご
胴
木
」
基
礎
の
考
え
方

　

今
回
、「
は
し
ご
胴
木
」
を
基
礎
の
形
式
に
決
定
し
た

の
は
、
予
算
や
調
査
期
間
が
足
り
な
い
こ
と
か
ら
基
礎
地

盤
支
持
力
の
評
価
が
正
確
に
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
し
た

が
、
ま
ず
、
や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
や
る
こ
と
が
一

番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

土
木
工
事
の
「
直
接
基
礎
と
杭
基
礎
」
と
「
は
し
ご
胴

木
」
に
は
、
共
通
す
る
点
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

回
は
、「
は
し
ご
胴
木
」
の
杭
木
の
先
端
部
が
谷
止
工
の

つ
ま
先
設
計
荷
重
を
十
分
満
足
す
る
こ
と
を
確
認
（
杭
が

こ
れ
以
上
打
込
め
な
い
）
し
た
後
、
杭
木
と
桟
木
、
胴
木

が
格
子
状
に
組
み
立
て
ら
れ
、
鉄
筋
枠
組
み
の
様
相
を
呈

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
は
15
㎝

あ
り
、
こ
れ
を
堤
敷
に
設
置
し
た
Ｈ
鋼
を
合
わ
せ
て
ス
ラ

ブ
と
し
て
見
れ
ば
、
直
接
基
礎
と
支
持
杭
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
基
礎
と
し
て
、
十
分
通
用
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
場
で
実
施
し
た
体
験
か
ら
言
う
の
も
手
前
み
そ
で
す
が
、

基
礎
地
盤
と
し
て
の
完
成
度
は
申
し
分
な
く
、「
は
し
ご

胴
木
」
基
礎
が
不
等
沈
下
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。

　

今
後
、「
は
し
ご
胴
木
」
の
基
礎
の
支
持
力
を
検
証
す

る
た
め
、
鉛
直
載
荷
実
験
に
よ
る
評
価
を
検
討
し
ま
す
。

３
．
最
後
に

　
「
は
し
ご
胴
木
」
を
も
っ
と
研
究
す
る
必
要
が
あ
り
そ

う
で
す
。
ま
た
、
谷
止
工
を
計
画
し
て
い
る
間
は
、
必
ず

支
持
力
の
な
い
基
礎
地
盤
の
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の

問
題
解
決
の
方
法
は
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
問
題

を
解
決
す
る
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

や
新
た
な
考
え

方
等
を
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
い
つ
で

も
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

写真４　桟木のに胴木を乗せ固定

写真６　はしご胴木完了

写真８　つま先にH鋼２列配置

写真９　谷止工完成状況

写真３　丸太杭1.0ｍ間隔3列

写真５　割栗石を敷き詰める

写真７　均しコンクリート施工

杭木
桟木

桟木

谷止工完成状況　Ⅳ型
H=6.50m、b=1.50m、P1=226.1kN/㎡）

胴木

（13） 令和3年1月



ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
に
よ
る
自
然
環
境
の
変
化（
12
）

シ
カ
の
好
き
な
植
物 

近
藤
伸
一

　

シ
カ
に
は
好
ん
で
食
べ
る
植
物
（
嗜
好
性
植
物
）
と
、

ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
植
物
（
不
嗜
好
性
植
物
）
が
あ
り
ま

す
。
シ
カ
の
生
息
密
度
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
シ
カ
の
好

き
な
植
物
は
選
択
的
に
食
べ
ら
れ
て
減
少
し
、
そ
の
結
果

シ
カ
の
食
べ
な
い
植
物
の
勢
力
が
拡
大
し
て
植
生
が
単
純

化
し
、
野
生
生
物
、
特
に
昆
虫
類
は
そ
の
影
響
を
ま
と
も

に
う
け
て
分
布
域
や
個
体
密
度
に
大
き
な
変

化
が
現
れ
、
一
部
の
地
域
で
は
絶
滅
し
た
種

も
現
れ
て
い
ま
す
。

１
．
シ
カ
の
植
物
嗜
好
性
試
験

　

朝
来
市
立
脇
の
山
林
内
で
、
葉
の
つ
い
た

樹
木
の
枝
等
を
地
面
に
固
定
し
て
並
べ
、
数

日
後
に
回
収
し
て
、
シ
カ
が
摂
食
し
た
葉
の

面
積
割
合
を
測
定
す
る
方
法
で
植
生
嗜
好
性

試
験
を
し
ま
し
た
。
試
験
の
方
法
は
や
ま
な

み
46
号
（
ｐ
16
～
17
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

　

２
０
１
０
、
２
０
１
１
、
２
０
１
９
年
の

冬
季
を
中
心
に
１
７
４
種
の
植
物
に
つ
い
て

実
施
し
ま
し
た
。
試
験
し
た
植
物
の
生
活
型

の
内
訳
は
表
１
の
通
り
、
木
本
種
１
５
４
種
、

草
本
種
９
種
、
シ
ダ
植
物
11
種
で
し
た
。

　

試
験
期
間
は
植
物
の
葉
を
新
鮮
な
状
態
で
保
つ
こ
と
が

で
き
る
冬
季
～
早
春
が
中
心
だ
っ
た
の
で
、
常
緑
の
植
物

が
主
体
の
試
験
で
、
可
能
な
限
り
落
葉
植
物
に
つ
い
て
も

試
験
を
し
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
は
落
葉
植
物
の
一
部
し

か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

試
験
の
回
数
が
種
に
よ
っ
て
１
～
７
回
と
ば
ら
つ
き
が

あ
り
、
草
本
種
や
シ
ダ
植
物
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
試
験

場
所
が
広
域
で
な
く
同
一
場
所
（
朝
来
市
立
脇
）
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
、
欠
点
の
多
い
調
査
で
し
た
が
、
シ
カ
の
嗜

好
の
傾
向
は
つ
か
め
ま
し
た
。

　

表
２
は
２
回
以
上
試
験
し
た
種
で
、
平
均
60
％
以
上
摂

食
し
た
種
、
表
３
は
１
回
の
試
験
で
80
％
以
上
摂
食
し
た

種
で
す
。

　

科
別
で
み
る
と
、
バ
ラ
科
（
試
験
20
種
中
18
種
が
50

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
摂
食
）、
ブ
ナ
科
（
12
種
中
11
種
が

60
％
以
上)

、
ウ
コ
ギ
科
（
５
種
す
べ
て
が
50
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
）、
ミ
ズ
キ
科
（
４
種
す
べ
て
が
50
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
）
を
好
む
傾
向
が
あ
り
そ
う
で
す
。

表１　生活型別の摂食率
摂食率試験 木本種 草本種 シダ植物 合計種
50％以上  	96 3  3 102
50％未満  	58 6  8  	72

154 9 11 174

表２　シカが好んだ種（２回以上の試験）

摂食率 種名（　）内は調査回数
100% アオキ（7），ヒサカキ（7），キヅタ（4），シャ

リンバイ（4），スダジイ（4），シラカシ（3），
ムベ（3），トウネズミモチ	園芸種（3），コヤス
ノキ（2），サンゴジュ（2），ネズミモチ（2），
マサキ（2），ミカン	園芸種（2），モチノキ（2），
リョウブ（2）

99～
80％

オオバヤシャブシ（3），シャシャンボ（3），キン
キマメザクラ（2），ウラジロガシ（3），タブノキ
（2），アズキナシ（2），ソメイヨシノ	園芸種（2），
ウリカエデ（2），イロハモミジ（2），スイカズラ
(4），クロモジ（3），コバノミツバツツジ（2），
ヤマザクラ（2），イヌマキ（2），コバノガマズミ
（2），ヤツデ（4），ミズキ（2），ナガバモミジイ
チゴ（2），クロガネモチ（5），ノイバラ（4），カ
ナメモチ（6）

79～
60％

アベリア	園芸種（3），キブシ（2），ヒノキ（5），
ウバメガシ（4），サザンカ	園芸種（3），ピラカン
サ	園芸種（4），アラカシ（5），カクレミノ（3），
ネジキ（2），ナツハゼ（2）

表３　シカが好んだ種　１回の試験

摂食率
100～
80%

アカガシ , アジサイ	園芸種 , イタビカズラ , イタ
ヤカエデ , エゴノキ , ガマズミ , カロナイナジャス
ミン	園芸種 , コマユミ , サツキ	園芸種 , サネカズ
ラ , シマトネリコ	園芸種 , シリブカガシ , セイヨ
ウキヅタ	園芸種,トウカエデ	園芸種,ナナカマド,
ヒメアオキ，ビロウドイチゴ，マテバシイ，ミヤ
マガマズミ，モッコク ,レッドロビン	園芸種 ,シュ
ロ	園芸種 ,モウソウチク ,オオバノイノモトソウ ,
トキワイカリソウ , アベマキ , カスミザクラ , ケヤ
キ , アケビ , エドヒガン , ヤマナシ , アワブキ , コ
ナラ , ヒメヤシャブシ

第49号�（14）兵庫の治山・林道と森林整備



２
．
兵
庫
県
の
嗜
好
性
植
物

　

兵
庫
県
森
林
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー
の
藤
木
主
任
研
究
員

は
長
年
の
野
外
調
査
と
観
察
結
果
を
踏
ま
え
、
兵
庫
県
内

の
植
物
に
つ
い
て
、
嗜
好
性

植
物
（
１
タ
イ
プ
・
11
種
）

と
不
嗜
好
性
植
物
（
４
タ
イ

プ
・
１
１
８
種
）
に
分
類
し

た
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
回
は
嗜
好
性
植
物
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

⑴�

嗜
好
性
植
物
の
定
義
（
藤

木
２
０
１
８
）

　

�　

シ
カ
の
生
息
密
度
が
著

し
く
低
い
段
階
か
ら
、
他

の
種
に
先
駆
け
て
食
べ
ら

れ
る
種

⑵�

シ
カ
の
生
息
指
標
に
な
り

う
る
11
種

　

�　

イ
ヌ
ツ
ゲ
、
ア
オ
キ
、

ナ
ガ
バ
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、

ハ
ナ
イ
カ
ダ
、
ヒ
メ
ア
オ

キ
、
リ
ョ
ウ
ブ
（
樹
皮
）、

イ
タ
ド
リ
、
サ
ン
カ
ヨ
ウ
、

モ
ミ
ジ
ガ
サ
、
キ
キ
ョ
ウ
、

ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン

　

右
記
植
物
の
内
、
県
内
全

域
に
広
く
分
布
し
、
ご
く
普

通
に
み
ら
れ
、
シ
カ
の
簡
易

な
生
息
指
標
と
し
て
活
用
し

や
す
い
嗜
好
性
植
物
を
次
の
５
種
と
し
た
。
リ
ョ
ウ
ブ

（
樹
皮
）⑴
、
ナ
ガ
バ
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
⑶
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
⑷
、

ア
オ
キ
⑸
、
イ
タ
ド
リ
⑺
。
こ
れ
ま
で
シ
カ
の
分
布
が
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
地
域
で
シ
カ
の
侵
入
を
い
ち
早
く
確
認

す
る
た
め
に
活
用
し
て
下
さ
い
。

ニホンジカの嗜好性植物
１リョウブ（樹皮）　２ハナイカダ　３ナガバモミジイチゴ　４イヌツゲ　５アオキ　６ヒメアオキ
７イタドリ　８サンカヨウ　９モミジガサ　10キキョウ　11ツリガネニンジン

（15） 令和3年1月



「
六
甲
山
の
治
山
の
歴
史
を
訪
ね
る
」ツ
ア
ー
の
開
催

神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー 

六
甲
治
山
事
務
所

１
．
は
じ
め
に

　

六
甲
山
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
過
度
な

立
木
伐
採
や
採
取
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
、
山
火
事
な
ど

に
よ
り
、
大
部
分
が
は
げ
山
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

六
甲
山
の
地
質
は
主
に
花
崗
岩
で
脆
く
崩
れ
や
す
い
性
質

を
持
っ
て
い
た
の
で
、
水
害
や
土
砂
災
害
を
度
々
起
こ
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
明
治
35
年
か
ら
、
は
げ
山
復

旧
と
し
て
神
戸
市
が
植
林
を
開
始
し
、
そ
の
後
の
土
砂
災

害
を
教
訓
に
治
山
・
砂
防
施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

再
度
山
に
は
今
も
植
林
の
た
め
に
築
か
れ
た
明
治
の
石

積
み
の
遺
構
や
治
山
施
設
が
残
っ
て
お
り
、
数
多
く
の
施

設
が
災
害
防
止
に
効
果
を
発
揮
し
、
現
在
の
緑
豊
か
な
六

甲
山
の
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
れ
ら
の
遺
構
及
び
造
林
台

帳
・
砂
防
工
事
台
帳
な
ど
の
資
料
が
「
再
度
山

の
植
林
と
関
連
資
料
」
と
し
て
令
和
２
年
５
月

27
日
に
兵
庫
県
で
２
番
目
の
林
業
遺
産
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
箇
所
を
広
く
一
般
住
民
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
再
度
山
に
今
な
お
残
る
こ
れ

ら
の
遺
構
や
周
辺
の
治
山
施
設
、
大
龍
寺
周
辺

に
残
さ
れ
た
照
葉
樹
林
を
歩
い
て
巡
る
「
六
甲

山
の
治
山
の
歴
史
を
訪
ね
る
」
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
ツ
ア
ー
は
今
年
度
で
４
年
目
の
開
催
に
な
り
ま
す
が
、

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

例
年
実
施
し
て
き
た
講
演
会
を
取
り
止
め
、
現
地
見
学
会

の
み
と
し
、
参
加
人
数
も
例
年
の
40
名
か
ら
30
名
の
募
集

と
し
、
１
班
７
名
程
度
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
開
催

日
の
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
は
、
受
付
前
の
手
指
消

毒
、
検
温
、
体
調
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
ほ
か
、
マ
ス
ク
着

用
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
な
ど
を
参
加
者

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
定
員
の
半
分
程
度
に

な
る
よ
う
中
型
バ
ス
２
台
に
分
か
れ
て
乗
車
し
て
も
ら
う

等
、
密
を
避
け
る
対
策
を
講
じ
て
開
催
し
ま
し
た
。

２
．
開
催
概
要

　
（
日
時
）
令
和
２
年
12
月
３
日
（
木
）

　
（
場
所
）
再
度
公
園
周
辺

　
（
再
度
公
園�

︱�

大
龍
寺�

︱�

蛇
ヶ
谷�

︱�

再
度
公
園
）

　
（
参
加
人
数
）
23
名

　

西
神
戸
庁
舎
か
ら
、
中
型
バ
ス
２
台
で
再
度
公
園
ま
で

移
動
し
、
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
六
甲
山
の
植
林
と
治
山
の
歴

史
の
概
要
説
明
を
行
っ
た
後
、
４
班
に
分
か
れ
て
、
２
班

西神戸庁舎での検温・体調チェック

再度山を背景にした参加者

案内チラシ見学コース

第49号�（16）兵庫の治山・林道と森林整備



ず
つ
時
計
回
り
と
反
時
計
回
り
に
周
回
コ
ー
ス
を
案
内
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
治
山
施
設
等
の
説
明
に
加
え
、
森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
兵
庫
に
よ
る
自
然
観
察
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

【
主
な
見
学
ポ
イ
ン
ト
】

①
修
法
ヶ
原
池
か
ら
の
再
度
山
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

　

�

は
げ
山
だ
っ
た
明
治
時
代
と
現
在
の
森
林
に
回
復
し
た

姿
を
比
較

②
明
治
時
代
の
植
林
と
石
積
み
遺
構

　

�　

植
林
の
た
め
に
積
ま
れ
た
石
積
み
と
現
在

の
植
生
状
況

③
照
葉
樹
林

　

�　

社
寺
林
と
し
て
守
ら
れ
た
大
龍
寺
周
辺
の

植
生
状
況

④
蛇
ヶ
谷
の
治
山
施
設

　

�　

古
く
か
ら
あ
る
石
積
み
堰
堤
や
昭
和
42
年
災
害
な
ど

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
治
山
ダ
ム

３
．
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

当
日
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
参
加
者
の
全
て
の

方
か
ら
「
と
て
も
よ
か
っ
た
」、「
よ
か
っ
た
」
と
の
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
印
象
に
残
っ
た
も
の
と
し

て
、「
明
治
時
代
の
石
積
み
」
を
多
く
の
方
が
挙
げ
て
い

ま
し
た
。

【
参
加
者
の
意
見
・
感
想
】

○�
先
人
達
が
苦
労
さ
れ
た
植
林
と
治
山
の
歴
史
が
良
く
わ

か
り
ま
し
た
。

○�

植
生
の
見
方
が
非
常
に
勉
強
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
時

代
の
ダ
ム
が
見
れ
て
違
い
が
面
白
か
っ
た
。

○�

再
度
山
の
植
林
を
指
導
し
た
本
多
静
六
博
士
の
評
価
が

正
し
く
知
ら
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

○�

明
治
時
代
の
石
積
み
に
案
内
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

○�

山
歩
き
の
際
、
何
気
な
く
通
り
過
ぎ
て
い
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
先
人
の
苦
労
や
偉
業
に
感
謝
し
て
歩
き
た
い
。

○�

防
災
の
心
が
け
は
い
つ
何
時
も
忘
れ
な
い
こ
と
が
重
要

○�

植
生
と
土
木
工
事
の
組
み
合
わ
せ
が
良
か
っ
た
。

４
．
お
わ
り
に

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
開
催
す
べ
き
か

ど
う
か
迷
い
ま
し
た
が
、
徹
底
し
た
感
染
予
防
対
策
を

行
っ
た
う
え
で
、
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
参
加
者

も
集
ま
る
か
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
定
員
の
２
倍
以
上
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
今
回
の
最
高
齢
の
参
加
者
は
88
歳
の

方
で
し
た
が
、
健
脚
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
再
度
山
の
林
業
遺
産
認
定
を
契
機
と
し
て
、

明
治
時
代
の
遺
構
や
治
山
施
設
な
ど
実
物
を
見
て
体
感
し

て
も
ら
う
「
現
地
見
学
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
、
県
民
に
森

林
保
全
の
重
要
性
や
土
砂
災
害
に
関
す
る
知
識
、
防
災
意

識
、
自
助
意
識
の
向
上
に
寄
与
出
来
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

参加者アンケート結果

④ 古い石積堰堤

④–2 昭和44年施工の
　　　スリット式治山ダム

②–2 林業遺産認定証

③ 自然観察会実施状況

① 六甲山の植林と治山の
　 歴史の概要説明

② 明治時代の石積み遺構

（17） 令和3年1月



「
六
甲
山
の
災
害
展
」の
開
催
と

 

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設

神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
六
甲
治
山
事
務
所
・
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

兵
庫
県
で
は
、
過
去
か
ら
度
重
な
り
発
生
し
て
い
る
六

甲
山
系
の
土
砂
災
害
の
歴
史
を
学
び
、
山
地
災
害
に
関
す

る
知
識
や
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
令
和
２
年

８
月
12
日
か
ら
23
日
ま
で
の
間
、「
六
甲
山
の
災
害
展
」

を
神
戸
市
内
の
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
は
、
六
甲
山
系
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

「
昭
和
13
年
阪
神
大
水
害
」
や
「
昭
和
42
年
豪
雨
災
害
」、

近
年
発
生
し
た
豪
雨
災
害
等
の
貴
重
な
記
録
を
パ
ネ
ル
や

映
像
に
よ
り
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
災
害
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

体
験
で
き
る
土
石
流
の
模
型
実
験
装
置
等
の
展
示
等
を
行

い
、
防
災
・
減
災
対
策
の
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
パ
ネ
ル
展
示
の
み
の
開
催

と
し
、
実
験
装
置
に
よ
る
実
演
等
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
災
害
展
に
関
連
す
る
様
々
な
防
災

情
報
を
よ
り
多
く
の
県
民
へ
周
知
す
る
た
め
に
、「
六
甲

山
の
災
害
展
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
、
通
年
で
広

く
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

２
．
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
内
容

　

当
サ
イ
ト
は
、
災
害
展
初
日
の
８
月
12
日
か
ら
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
、
10
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
掲
載
し
て
い
る
情
報

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①「
六
甲
山
の
災
害
展
と
は
」

　

�　

六
甲
山
系
で
過
去
に
発
生
し
た
災
害
の
概
要
と
、
災

害
展
の
開
催
の
目
的
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

②「
土
砂
災
害
の
実
験
・
啓
発
動
画
リ
ン
ク
集
」

　

�　

土
石
流
実
験
や
雨
の
降
り
方
の
実
験
映
像
や
土
砂
災

害
に
関
す
る
情
報
を
紹
介
し
て
い
る
サ
イ
ト
や
動
画
へ

の
リ
ン
ク
集
で
す
。
様
々
な
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
が
貼

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
防
災
学
習
に
利
用
で
き
ま
す
。

六甲山の災害展開催状況

感染症予防対策

六甲山の災害展ポータルサイト　トップページ

サイト紹介（六甲山の災害展とは）ひょうごチャンネル（リンク先）
掲載の山地災害に備えてより

土石流実験の紹介

QRコード

第49号�（18）兵庫の治山・林道と森林整備



③「
六
甲
山
の
災
害
展
ｗ
ｅ
ｂ
展
示
」

　
�　

災
害
展
で
展
示
し
て
い
る
過
去
の
甚
大
な
山
地
災
害

と
そ
の
復
旧
へ
の
取
り
組
み
写
真
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
資

料
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

④「
こ
れ
ま
で
の
六
甲
山
の
災
害
展
」

　

�　

過
去
の
来
場
者
よ
り
災
害
展
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
等
へ
の
リ
ン
ク
集
で

す
。

⑤「
六
甲
山
の
災
害
史
ほ
か　

文
献
紹
介
」

　

�　

六
甲
山
の
誕
生
や
地
質
等
の
自
然
環
境
か
ら
六
甲
山

の
過
去
の
災
害
と
治
山
事
業
の
歴
史
を
紹
介
し
た
『
六

甲
山
災
害
史
』
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
掲
載
し
て
い
ま

す
。

⑥「
阪
神
大
水
害
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」

　

�　

昭
和
13
年
に
発
生
し
た
阪
神
大
水
害
に
つ
い
て
、
当

時
の
映
像
や
手
記
、
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
等
、
大
水

害
の
記
録
と
伝
承
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
た
サ

イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
で
す
。

⑦ 「
六
甲
山
の
治
山
・

　

砂
防
の
歴
史
」

　

�　
（
株
）ラ
ジ
オ
関
西
制

作
のY

ouT
ube

チ
ャ

ン
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
『
六
甲
山
の
治
山
の
歴
史
を
学
ぼ
う
』
へ
の
リ
ン

ク
で
す
。
元
六
甲
治
山
事
務
所
長
の
山
田
裕
司
氏
に
よ

り
、
六
甲
山
の
治
山
・
砂
防
、
並
び
に
六
甲
山
系
の
植

林
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
い
解
説
が
動
画
に
て
閲
覧
で

き
ま
す
。

⑧「
兵
庫
県
の
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

　

�　

兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｃ
Ｇ
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
リ
ン
ク
で
す
。

⑨「
兵
庫
県
・
神
戸
市
ほ
か
気
象
と
防
災
情
報
リ
ン
ク
集
」

　

�　

国
土
交
通
省
、
気
象
庁
、
兵
庫
県
及
び
阪
神
間
の
各

市
町
が
発
す
る
防
災
・
気
象
情
報
へ
の
リ
ン
ク
集
で
す
。

⑩「
六
甲
山
の
歴
史
・
文
化
・
林
業
遺
産
の
紹
介
」

　

�　
「
再
度
山
の
植
林
と
関
連
資
料
」
が
、（
一
社
）
日
本

森
林
学
会
に
お
い
て
、
令
和
２
年
５
月
に
林
業
遺
産
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
に
至
る
資
料
の
紹
介
と

リ
ン
ク
先
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

３
．
お
わ
り
に

　

今
年
度
「
六
甲
山
の
災
害
展
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
影
響
に
よ
り
、
来
場
者
数
は

例
年
の
二
割
程
度
約
５
４
０
名
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、

「
六
甲
山
の
災
害
展
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の
公
開
に
よ
っ

て
、
災
害
展
終
了
後
も
六
甲
山
の
災
害
に
関
す
る
様
々
な

情
報
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
当
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
情
報
の
更
新
と
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
防
災
・
減
災
に
関
す
る
研
修
会
等
で
当

サ
イ
ト
の
紹
介
を
積
極
的
に
進
め
、
当
サ
イ
ト
の
周
知
に

よ
り
、
県
民
の
防
災
、
減
災
へ
の
知
識
や
意
識
の
向
上
と
、

将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
災
害
発

生
時
の
被
害
抑
制
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

昭和13年災害の被災状況

阪神大水害デジタルアーカイブ
トップページ

明治36年に実施された再度山の積苗工
（写真）と神戸市の造林台帳

『六甲山災害史』

サイト紹介
（六甲の治山・砂防の歴史）
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ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
併
用
工
法
研
究
会

「
令
和
２
年
度
ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
併
用
工
法
研
究
発
表
会
」

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

耐
震
性
を
考
慮
し
た
山
腹
崩
壊
防
止
対
策
工
法
で
あ
る

ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
併
用
工
法
（
以
下
、「
Ｒ

Ｒ
工
法
」
と
い
う
。）
は
、
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
契
機
に
兵
庫
県
が
開
発
し
ま
し
た
。
よ
り
確
実
で

実
用
性
の
高
い
工
法
と
し
て
発
展
・
普
及
を
図
る
た
め
、

平
成
21
年
に
開
発
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も
あ
っ
た
神
戸
大

学
沖
村
孝
名
誉
教
授
を
会
長
と
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や

メ
ー
カ
ー
が
中
心
と
な
る
ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ク
ボ
ル

ト
併
用
工
法
研

究
会
（
以
下
、

「
研
究
会
」
と

い
う
）
が
発
足

さ
れ
、
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
な
か
、
研
究
会
行

事
の
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
等
の
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
会

員
相
互
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
研
究
発
表
会
に
つ
い
て

は
、「
熱
量
」
が
感
じ
ら
れ
る
実
際
の
発
表
形
式
ほ
う
が

望
ま
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
参
加

者
を
限
定
す
る
、
消
毒
を
徹
底
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ

た
う
え
で
、
感
染
拡
大
状
況
を
睨
み
つ
つ
、
令
和
２
年
11

月
27
日
（
金
）
に
兵
庫
県
土
地
改
良
会
館
に
お
い
て
、
研

究
会
主
催
の
「
令
和
２
年
度
ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ク
ボ

ル
ト
併
用
工
法
研
究
発
表
会
」
が
、
研
究
会
員
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
県
等
の
36
名
の
参
加
で
無
事
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

２
．��「
流
木
対
策
に
有
効
な
「
ひ
ょ
う
ご
式
治
山
ダ
ム
」

に
つ
い
て
︵
Ⅱ
報
︶」

　
　
︵
治
山
課　

治
山
林
道
班
主
査　

杉
山
和
史
︶

　

令
和
２
年
11
月
５
～
16
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
第
60
回
治
山
研
究
発
表
で
の
発
表
内
容
に
つ
い
て
、
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。

３
．��「
２
０
２
０
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
調
査
豪
雨
の

概
要｣

︵
研
究
会
会
長 

沖
村 

孝
︵
神
戸
大
学
名
誉

教
授
︶
ほ
か
︶

　

本
格
的
降
雨
を
30
㎜
／
時
以
上
に
挟
ま
れ
た
降
雨
と
定

義
し
、
そ
の
継
続
時
間
、
総
降
雨
量
、
最
大
時
間
雨
量
、

平
均
時
間
雨
量
に
つ
い
て
、
神
戸
で
大
災
害
の
あ
っ
た
昭

和
13
年
（
１
９
３
８
）、
昭
和
42
年
（
１
９
６
７
）
の
平

均
を
１
と
し
、
10
年
前
か
ら
の
災
害
の
う
ち
、
70
㎜
／
時

以
上
に
挟
ま
れ
た
降
雨
に
つ
い
て
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
継

続
時
間
０
・
７
倍
、
総
降
雨
量
１
・
６
倍
、
最
大
時
間
雨

量
１
・
９
倍
、
平
均
時
間
雨

量
２
・
６
倍
と
短
時
間
の
非

常
に
激
し
い
雨
が
増
え
、
土

石
流
を
は
じ
め
と
す
る
土
砂

災
害
が
起
き
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
30

㎜
／
時
以
上
で
は
継
続
時
間

が
２
倍
程
度
と
な
り
、
総
降

雨
量
が
増
え
る
こ
と
で
氾
濫

に
つ
な
が
っ
て
い
る
傾
向
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
の
熊
本
豪

雨
災
害
で
は
後
者
の
タ
イ

プ
で
あ
り
、
継
続
時
間
が

１
・
８
倍
と
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
総
雨
量
が
２
・

２
倍
と
な
っ
た
長
雨
に
よ

り
、
氾
濫
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
ま
た
人
吉
市
周
辺

は
、
過
去
の
氾
濫
に
よ
り

発
達
し
た
後
背
湿
地
に
よ

る
盆
地
が
あ
り
、
そ
の
下

流
が
狭
く
な
っ
て
お
り
、
浸
水
し
や
す
く
、
排
水
に
長
時

間
を
要
す
る
地
形
で
す
が
、
現
地
で
は
排
水
の
流
速
が
速

く
、
構
造
物
へ
の
被
害
が
拡
大
し
た
痕
跡
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

球
磨
郡
球
磨
町
で
は
、
降
雨
量
の
割
に
崩
壊
箇
所
は
多

く
な
い
印
象
で
し
た
。

　

球
磨
郡
湯
前
町
お
よ
び
人
吉
市
で
は
、
林
道
の
流
出
、

護
岸
工
の
被
災
等
多
大
な
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
確
認
さ
れ
た
崩
壊
は
、
表
層
崩
壊
で
、
渓
流

の
状
況
か
ら
豪
雨
時
に
は
多
量
の
流
出
土
砂
が
あ
っ
た
も

の
の
、
施
設
に
よ
り
下
流
へ
の
被
害
は
大
き
く
軽
減
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

４
． 「
落
石
対
策
便
覧
の
改
訂
に
つ
い
て
」

 

︵
東
京
製
綱
︵
株
︶
小
林
勇
気
︶

　

日
本
国
内
に
お
け
る
落
石
対
策
の
教
科
書
で
あ
る
落
石

対
策
便
覧
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
12
月
に
改
訂
さ
れ
ま
し

た
。
性
能
設
計
の
枠
組
み
の
導
入
な
ど
、
今
回
の
改
訂
に

つ
い
て
、
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
．
お
わ
り
に

　

そ
の
ほ
か
、
既
存
施
設
の
変
動
計
測
の
経
過
や
、
地
震

を
再
現
し
た
模
型
実
験
装
置
に
よ
る
広
報
活
動
報
告
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
Ｒ
Ｒ
工
法
を
積
極
的
に
推
進

し
、
さ
ら
な
る
発
展
・
普
及
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

潜在崩土層厚の２倍以
上の長さのロックボル
トを２ｍ間隔の千鳥配
置で打設

沖村会長

会場全景
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１
．
は
じ
め
に

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
住
宅
建
築

が
伸
び
悩
む
な
か
で
、
木
材
の
利

用
推
進
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は

住
宅
だ
け
で
な
く
非
住
宅
分
野
、

特
に
中
層
の
事
務
所
等
へ
の
木
材

利
用
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
１
月
に
は
日
本
で
初
め

て
の
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ+

鉄
骨
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
工
法
」
に
よ
る
兵
庫
県
林

業
会
館
が
建
築
さ
れ
、
尼
崎
市
に

お
い
て
も
類
似
の
工
法
に
よ
る
中

層
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
令
和
２
年

10
月
末
に
完
成
す
る
な
ど
、
県
内
に
お
い
て
も
「
都
市
の

木
造
・
木
質
化
」
の
動
き
が
具
現
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
市
の
商
店
街
等
に
お
い
て
も
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

等
コ
ロ
ナ
禍
の
新
た
な
時
代
に
向
け
た
動
き
も
出
始
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
回
「
都
市
の
木
造
・
木
質
化
」
に
繋
が

る
木
製
品
の
展
示
・
紹
介
等
を
主
目
的
と
し
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
神
戸
市
の
元
町
商
店
街
で
「
木
材
を
使
っ
て
、

人
に
健
康
を
、
地
域
に
元
気
を
～
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
を
使
っ
て

安
心
な
木
造
施
設
を
～
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
し
た
。

２
．
開
催
概
要

　
（
日
時
）
令
和
２
年
10
月
10
日
（
土
）　

11
時
～
17
時

　
（
会
場
）
神
戸
市
中
央
区　

元
町
６
丁
目
商
店
街　

全
域

　
（
実
施
内
容
）�

主
に
パ
ネ
ル
展
示
、
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
配
布
、

製
品
の
展
示
等
の
広
報
活
動

　
（
主
催
団
体
）�

兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会
（
県
内

林
業
関
係
13
団
体
）

　
（
後
援
）
兵
庫
県
、
神
戸
市

　
（
協
力
団
体
）�

ひ
ょ
う
ご
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

兵
庫
県
緑
化
推
進
協
会
、
兵
庫
県
立
丹

波
年
輪
の
里
、
ひ
ょ
う
ご
木
の
匠
の
会

３
．
実
施
状
況

　

当
日
は
、
台
風
14
号
の
接
近
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
開
催
時
間
を
１
時
間
遅
ら
せ
、
内
容
等
に
つ

い
て
は
予
定
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
約
７
，
０
０

０
人
の
通
行
人
が
各
ブ
ー
ス
の
展
示
品
、
パ
ネ
ル
等
に
興

味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

︻
主
な
ブ
ー
ス
の
状
況
︼

　

兵
庫
県
木
材
青
年
ク
ラ
ブ
の
木
工
教
室
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
例
年
通
り
と

は
い
か
な
い
も
の
の
多
く
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
、
大
変

好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主
目
的
で
あ
る
「
都
市

の
木
造
・
木
質
化
」
に
資
す
る
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
不

燃
ボ
ー
ド
、
床
材
等
の
木
材
製
品
に
つ
い
て
熱
心
に
話
を

聞
く
通
行
人
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

他
に
木
製
玩
具
等
の
販
売
、
展
示
に
人
気
が
あ
る
よ
う

で
し
た
。

〝
都
市
の
木
造
・
木
質
化
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
in
元
町
〞

 

（
第
35
回
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ
ア
）

（21） 令和3年1月



の 働 き 方 ～

№１
　朝来農林振興事務所
　林道建設課　課長
 田中 康義

の 風 景
１
．
職
場
の
概
要

　

林
道
建
設
課
は
、
県
下
で
光
都
農
林
振
興
事
務
所
と
当

所
に
し
か
な
い
県
営
林
道
を
担
当
し
て
い
る
課
で
す
。
そ

の
中
で
県
が
管
理
す
る
森
林
基
幹
道
の
開
設
事
業
を
行
っ

て
い
る
の
は
朝
来
だ
け
で
す
。
現
在
、
須
留
ヶ
峰
線
と

千
ヶ
峰
・
三
国
岳
線
を
開
設
中
で
、
あ
と
10
年
ほ
ど
掛
か

り
そ
う
で
す
。

２
．
仕
事
の
魅
力

　

森
林
基
幹
道
は
、
着
工
か
ら
開
通
ま
で
数
十
年
近
く
か

か
り
ま
す
。
治
山
事
業
に
比
べ
、
数
々
の
担
当
者
の
手
を

経
て
や
っ
と
完
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
つ
の
路
線
を
起
点
か
ら
通
る
こ
と
で
林
道
技
術
の
変

遷
や
当
時
の
担
当
者
の
苦
労
の
跡
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
走
行
性
に
つ
な
が
る
法
線
や
縦
断
勾
配
の

取
り
方
も
地
形
に
合
わ
せ
様
々
で
す
。
本
来
の
目
的
で
あ

る
森
林
整
備
、
木
材
搬
出
の
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

構
造
物
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
擁
壁
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
、
Ｌ
型
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
擁
壁
、
補
強
土
壁
、
軽
量
盛
土
擁
壁
、
鋼
製
Ｌ
型
擁
壁

等
で
す
。
法
面
保
護
工
は
、
種
子
吹
付
、
植
生
マ
ッ
ト
、

厚
層
基
材
吹
付
、
客
土
吹
付
、
高
次
団
粒
化
植
生
基
材
吹

付
、
法
枠
工
に
加
え
、
落
石
対
策
と
し
て
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
、

落
石
防
護
壁
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
吸
収
柵
等
も
あ
り
ま
す
。

　

災
害
復
旧
箇
所
で
は
、
ア
ン
カ
ー
工
、
杭
打
工
、
集
水

ボ
ー
リ
ン
グ
工
、
集
水
井
工
ま
で
あ
り
ま
す
。
橋
梁
や
ト

ン
ネ
ル
も
あ
り
ま
す
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
も
し
ま
す
。

利
用
区
域
内
の
治
山
ダ
ム
も
あ
っ
て
、
も
う
お
腹
い
っ
ぱ

い
で
す
⋮
。

３
．
仕
事
で
学
ぶ
こ
と

　

事
業
実
施
に
際
し
、
各
種
の
法
令
に
則
り
許
可
申
請
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
治
山
を
経
験
し
て
き
た
人
は
、

保
安
林
等
の

許
可
権
限
者

の
立
場
か
ら

一
転
、
申
請

者
の
立
場
に

な
り
、
申
請

者
の
気
持
ち

が
よ
く
わ
か

る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
維

持
管
理
す
る

森
林
基
幹
道

で
は
、
冬
季

積
雪
が
２
ｍ

を
超
え
る
な

ど
厳
し
い
気
象
条
件
の
中
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
標
識
は
一

冬
越
す
と
雪
の
沈
降
力
で
折
れ
曲
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
林
道
周
辺
の
ス
ギ
や
ブ
ナ
等
の
木
や
森
が
折
れ

ず
に
生
き
抜
い
て
い
る
姿
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
毎
年
、
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会
が
主
催
す
る

林
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
現
地
と
な
る
氷
ノ
山
（
１
５
１
０

ｍ
）
の
中
腹
を
走
る
瀞
川
・
氷
ノ
山
線
は
、
四
季
折
々
の

自
然
を
楽
し
む
一
般
の
方
々
の
通
行
も
多
く
、「
林
道
は

通
れ
る
か
」
と
の
問
い
合
わ
せ
に
現
況
を
把
握
し
て
お
く

こ
と
も
必
要
で
す
。
路
線
沿
い
に
３
基
あ
る
バ
イ
オ
ト
イ

レ
の
冬
季
閉
鎖
の
準
備
な
ど
を
管
理
課
と
一
緒
に
し
て
い

る
う
ち
に
、
林
道
へ
の
愛
着
が
自
然
と
湧
い
て
き
ま
す
。

４
．
林
道
へ
の
思
い

　

こ
の
よ
う
に
業
務
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
が
、「
自

分
の
担
当
し
た
道
が
地
図
に
載
る
」
そ
ん
な
仕
事
が
で
き

る
の
だ
と
い
う
思
い
で
課
員
全
員
（
全
員
か
ど
う
か
は

⋮
）
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
森
林
基
幹
道
に
立
ち

寄
ら
れ
た
際
は
、
安
全
に
注
意
し
な
が
ら
ご
通
行
い
た
だ

き
、
石
や
木
の
枝
が
落
ち
て
い
た
ら
そ
っ
と
取
り
除
い
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

全員集合（前列右２人目筆者）

もうすぐバイオトイレ開きです

そっと取り除いています
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～ 森 林 界
№２
　加東農林振興事務所
　森林課　所長補佐兼課長
 中阪 雅洋

林 学 職 場
１
．
職
場
の
概
要

　

森
林
課
は
一
課
体
制
で
、
現
在
８
名
の
林
学
職
員
が
所

属
し
て
い
ま
す
。
治
山
、
林
道
、
保
安
林
、
林
地
開
発
、

森
林
病
害
虫
、
森
づ
く
り
、
普
及
啓
発
、
林
政
、
普
及
指

導
、
造
林
、
計
画
、
木
材
利
用
、
鳥
獣
被
害
対
策
、
狩
猟

な
ど
幅
広
い
業
務
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
森
林
・

林
業
に
関
わ
る
様
々
な
ス
キ
ル
を
高
め
ら
れ
る
職
場
で
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
そ
れ
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
治
山
と
造
林
、
木
材
と
鳥
獣
、
計
画
と
治
山

と
森
林
病
害
虫
な
ど
複
数
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

各
業
務
の
ピ
ー
ク
が
違
う
た
め
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
森

林
技
術
員
さ
ん
や
県
政
推
進
員
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

な
が
ら
、
毎
日
懸
命
に
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

２
．
地
域
の
森
林
の
特
徴

　

県
下
で
も
有
数
の
人
工
林
を
抱
え
る
多
可
町
と
そ
れ
以

外
の
地
域
で
大
き
く
森
林
の
様
相
が
異
な
り
ま
す
。
多
可

町
の
人
工
林
率
は
61
％
と
県
全
体
の
41
％
を
大
き
く
上
回

り
ま
す
。
ま
た
、
県
全
体
で
は
ス
ギ
の
割
合
が
多
い
で
す

が
、
多
可
町
で
は
ヒ
ノ
キ
の
割
合
が
72
％
と
高
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。
こ
の
た
め
、
ヒ
ノ
キ
の
製
品
開
発
に
よ
る
木

材
利
用
の
拡
大
や
低
コ
ス
ト
生
産
体
制
の
構
築
が
課
題
で

す
。
一
方
、
多
可
町
以
外
の
地
域
で
は
人
工
林
率
が
15
％

と
低
く
、
南
部
を
中
心
に
市
街
地
や
集
落
周
辺
に
里
山
林

が
広
が
っ
て
お
り
、
公
有
林
や
ふ
る
さ
と
の
森
公
園
な
ど

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
企
業
な
ど
多

様
な
主
体
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

３
．
仕
事
で
学
ぶ
こ
と

　

治
山
で
は
、
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
計
画
に
基
づ

き
山
地
災
害
危
険
地
区
に
お
い
て
治
山
ダ
ム
の
計
画
的
・

重
点
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
災
害
時
に
も
速
や
か

な
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

造
林
や
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
で
は
、
多
可
町
を
中
心

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
下
で
１
番
の
林
内
路
網
密
度
を

活
か
し
た
搬
出
間
伐
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
一

方
、
奥
地
林
の
間
伐
で
は
、
土
留
工
に
よ
る
斜
面
対
策
を

併
用
し
、
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
保
安
林
で
も
積
極
的
な

森
林
整
備
が
行
わ
れ
、
造
林
事

業
の
６
割
弱
が
保
安
林
内
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
地
開
発
で
は
、
太
陽
光
発
電
所
の
相
談
は
少
し
落
ち

着
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
依
然
様
々
な
開
発
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
病
害
虫
対
策
で
は
、
松
く
い
虫
特
別
防
除
が
Ｈ
30

年
度
を
最
後
に
終
わ
り
、
森
林
整
備
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ナ
ラ
枯
れ
は
昨
年
の

２
倍
の
被
害
と
な
り
、
南
部
地
域
は
里
山
が
広
が
っ
て
い

る
た
め
、
さ
ら
に
被
害
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
は
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
が
依
然
多
い
た
め
、

被
害
軽
減
に
向
け
た
集
落
自
ら
の
取
組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
の
へ
そ
、
県
の
中
心
に
位
置
す
る
加
東
農
林
森
林

課
で
は
、
幅
広
く
角
度
の
違
っ
た
様
々
な
森
林
行
政
の
課

題
を
学
び
、
取
組
ん
で
い
ま
す
。

全員集合（前列左２人目筆者）

企業の森づくり活動（小野市）

人家裏山における防災パトロール（加西市）

（23） 令和3年1月



編

集

後

記

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ
に
終

わ
る
と
い
う
一
年
で
し
た
が
、
今
年
も
年
初
か

ら
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
感
染

症
の
急
速
な
広
が
り
に
驚
い
て
い
ま
す
。
医
療

の
ひ
っ
迫
や
経
済
の
失
速
、
感
染
リ
ス
ク
の
高

ま
り
に
怯
え
る
一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
は
、

一
筋
の
光
明
で
す
。
世
界
中
の
英
知
を
結
集
す

れ
ば
と
願
わ
ず
に
お
れ
ま
せ
ん
。

　

協
会
の
行
う
治
山
林
道
の
普
及
啓
発
も
コ
ロ

ナ
の
た
め
多
く
は
中
止
し
ま
し
た
が
、
今
年

は
、
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
新
ス
タ
イ
ル
で
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
子
ど
も
や
大
人
に
も
人
気
の
土
石
流

モ
デ
ル
実
験
装
置
、
自
然
派
に
絶
大
な
支
持
を

得
て
い
る
林
道
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
、
動
画
発
信
も

で
き
そ
う
で
す
が
や
は
り
生
（
な
ま
）
に
勝
る

も
の
は
な
い
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
49
号
か
ら
「
林
学
職
場
の
風

景
」
を
新
企
画
し
ま
し
た
。
職
場
や
働
き
方

は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
県
林
学
職
の
森
林
界
で
の
働
き
方
を
照

ら
し
、
今
後
の
変
化
を
シ
リ
ー
ズ
で
追
跡
し

ま
す
。
ま
た
、
災
害
復
旧
の
取
り
組
み
が
素
晴

ら
し
い
養
父
市
朝
倉
の
「
表
紙
の
森
」、
さ
ら

に
、
県
民
緑
税
継
続
が
可
決
さ
れ
今
後
も
期
待

の
膨
ら
む
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
の
検
証

レ
ポ
ー
ト
、
コ
ロ
ナ
時
代
の
「
治
山
研
究
発
表

会
」、「
六
甲
治
山
ツ
ア
ー
」、「
同
災
害
展
」、

「
Ｒ
・
Ｒ
研
究
会
講
演
会
」、
及
び
「
木
材
フ
ェ

ア
」、
そ
の
他
治
山
林
道
の
現
場
か
ら
各
連
載

で
話
題
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
執
筆
者

の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
Ｙ
・
Ｏ
）

表
紙
の
森
（
養
父
市
八
鹿
町
朝
倉
の
山
腹
治
山
）

協
会
人
事
通
信

秋
の
林
道
ウ
ォ
ー
ク
の
中
止
と
氷
ノ
山
紅
葉
の
動
画
配
信

　

表
紙
写
真
は
、
全
国
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
で
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
治
山
工
事
の
現
場
で
す
。

　

平
成
30
年
７
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
の
豪

雨
（
２
５
６
㎜
／
24
ｈ
，
35
㎜
／
ｈ
）
に
よ
り
、

養
父
市
八
鹿
町
朝
倉
地
区
の
国
道
９
号
南
但
馬
ト

ン
ネ
ル
北
出
口
に
近
接
す
る
山
地
斜
面
２
箇
所
と

渓
流
１
箇
所
か
ら
土
砂
が
国
道
を
４
０
０
ｍ
に
わ

た
り
流
下
し
、
但
馬
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
付
近
ま

で
到
達
し
ま
し
た
。
早
期
に
着
手
・
復
旧
す
る
必

要
が
あ
っ
た
た
め
、
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
で

対
策
工
事
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

特
に
人
力
作
業
を
伴
う
山
腹
工
事
で
は
、
１
日

あ
た
り
26
人
も
の
作
業
員
に
よ
り
丸
太
柵
工
や
植

生
土
の
う
筋
工
な
ど
が
施
工
さ
れ
、
県
や
（
一

社
）
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
に

よ
る
細
や
か
な
現
場
指
導
に
よ
り
、
治
山
の
技
術

力
が
結
集
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
は
、
規
模
の
大
き
い
災
害
復
旧

工
事
で
あ
る
こ
と
、

先
輩
職
員
か
ら
引

き
継
い
だ
治
山
技

術
が
詰
ま
っ
た
仕

上
が
り
の
い
い
現

場
で
あ
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
先
輩

職
員
か
ら
の
基
本

的
な
技
術
を
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
現

場
で
す
。

（
但
馬
県
民
局
朝
来
農
林
振
興
事
務
所
）

　

例
年
10
月
末
か
ら
11
月
初
め
に
森
林
基
幹
道
「
瀞
川
・

氷
ノ
山
線
」
で
行
わ
れ
て
い
る
紅
葉
の
自
然
観
察
ウ
ォ
ー

ク
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
春
の
新
緑

ウ
ォ
ー
ク
も
中
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
実
施
方
法
を
模
索

し
て
き
ま
し
た
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
の
形
式

の
一
つ
と
し
て
動
画
配
信
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
視
聴

で
き
ま
す
。

　

�

氷
ノ
山
林
道
の
紅
葉
２
０
２
０
前
編
・

　

後
編
（
各
15
分
、
音
が
で
ま
す
）

「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
推
進
大
会
２
０
２
０
」
が

�

開
催
、
県
民
緑
税
の
継
続
が
可
決

　

平
成
18
年
度
か
ら
県
民
緑
税
を
活
用
し
、
３
期
15
年
に

わ
た
り
県
下
各
地
で
進
め
ら
れ
て
き
た
「
災
害
に
強
い
森

づ
く
り
」
で
す
が
、
来
年
度
以
降
の
さ
ら
な
る
機
能
向
上

を
目
指
し
て
、
森
林
・
林
業
団
体
主
催
の
「
同
推
進
大
会

２
０
２
０
」
が
井
戸
知
事
、
原
県
議
会
議
長
の
ご
出
席
の

も
と
、
令
和
２
年
11
月
27
日
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
（
神
戸
市

中
央
区
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
定
員
５
０
０
名
の
と
こ
ろ
１
／
２
の
２
４
０
名

の
来
場
と
ラ
イ
ブ
配
信
５
０
０
名
の
視
聴
が
あ
り
、
県
民

緑
税
の
継
続
と
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
の
推
進
が
訴
え
ら

れ
ま
し
た
（
兵
庫
県
議
会
12
月
定
例
会
で
県
民
緑
税
の
継

続
が
12
月
11
日
可
決
）。

　

協
会
の
事
業
の
拡
大
の
た
め
、
令
和
２
年
７
月
１
日
付

け
で
職
員
を
採
用
し
ま
し
た
。
職
名
、
氏
名
及
び
前
職
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇�

総
務
課
長
、
中
谷
美
和
、
平
成
20
年
８
月
１
日
よ
り
協

会
常
勤
事
務
嘱
託
員
（
十
一
年
十
一
か
月
）

〇�

技
師
、
渡
邉
浩
二
、
平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
協
会
常

勤
嘱
託
員
（
六
年
三
か
月
）

　

お
二
人
と
も
協
会
に
お
け
る
業
務
経
験
が
豊
富
で
す
。

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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